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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信方法であって、
　取得された第１のチャネル品質指標（ＣＱＩ）テーブルに従ってＣＱＩインデックスを
取得するステップ（Ｓ１０１）と、
　前記ＣＱＩインデックスを基地局に送信するステップ（Ｓ１０２）と、
　を含み、
　前記第１のＣＱＩテーブルは、０から１５の範囲の１６個のＣＱＩインデックスに対応
する１６個のエントリからなり、前記第１のＣＱＩテーブル内の各エントリは、少なくと
も、ＣＱＩインデックス、変調方式、およびスペクトル効率を含み、
　ＣＱＩインデックス１から３は、前記変調方式が４相位相偏移変調（ＱＰＳＫ）であり
、前記スペクトル効率が、それぞれ、０．１５２３、０．３７７０、および０．８７７０
である３個のエントリに対応し、
　ＣＱＩインデックス４から６は、前記変調方式が１６直角位相振幅変調（ＱＡＭ）であ
り、前記スペクトル効率が、それぞれ、１．４７６６、１．９１４１、および２．４０６
３である３個のエントリに対応し、
　ＣＱＩインデックス７から１１は、前記変調方式が６４ＱＡＭであり、前記スペクトル
効率が、それぞれ、２．７３０５、３．３２２３、３．９０２３、４．５２３４、および
５．１１５２である５個のエントリに対応し、
　ＣＱＩインデックス１２から１５は、前記変調方式が２５６ＱＡＭである４個のエント
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リに対応し、ＣＱＩインデックス１２は、前記スペクトル効率が５．５５４７であるエン
トリに対応する、方法。
【請求項２】
　前記第１のＣＱＩテーブルの前記１６個のＣＱＩインデックスは、第２のＣＱＩテーブ
ルの１６個のＣＱＩインデックスと同じであり、
　前記第２のＣＱＩテーブル内の各エントリは、少なくとも、ＣＱＩインデックス、変調
方式、およびスペクトル効率を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックス１２および２５６ＱＡＭに対応する
エントリ内の前記スペクトル効率５．５５４７は、前記第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩ
インデックス１５および１６ＱＡＭに対応するエントリ内のスペクトル効率に等しい、請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＣＱＩテーブルおよび前記第２のＣＱＩテーブルは、以下の関係、すなわち
、
　前記第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックス１、２、および３に対応するエント
リ内の変調方式およびスペクトル効率の値は、それぞれ、前記第２のＣＱＩテーブル内の
ＣＱＩインデックス１、３、および５に対応するエントリ内の変調方式およびスペクトル
効率の値と同じである、または
　前記第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックス４、５、および６に対応するエント
リ内の変調方式およびスペクトル効率の値は、それぞれ、前記第２のＣＱＩテーブル内の
ＣＱＩインデックス７、８、および９に対応するエントリ内の変調方式およびスペクトル
効率の値と同じである、または
　前記第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックス７、８、９、１０、および１１に対
応するエントリ内の変調方式およびスペクトル効率の値は、それぞれ、前記第２のＣＱＩ
テーブル内のＣＱＩインデックス１０、１１、１２、１３、および１４に対応するエント
リ内の変調方式およびスペクトル効率の値と同じである、
のうちの１つを満たす、請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のＣＱＩテーブルは、少なくとも、前記ＣＱＩインデックス、前記変調方式、
および前記スペクトル効率の間の次のマッピング関係、すなわち、
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【表１】

を含む、請求項２から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　通信方法であって、
　端末からチャネル品質指標（ＣＱＩ）インデックスを受信するステップであって、前記
ＣＱＩインデックスは、第１のＣＱＩテーブル内の第１の変調方式および第１のスペクト
ル効率に対応するエントリ内にある、ステップ（Ｓ２０１）と、
　第１の変調符号化方式（ＭＣＳ）テーブル内の第１のＭＣＳインデックスを決定するス
テップであって、前記第１のＭＣＳインデックスは、前記第１の変調方式を示す、ステッ
プ（Ｓ２０２）と、
　前記第１のＭＣＳインデックスを前記端末に送信するステップと、
　を含み、
　前記第１のＣＱＩテーブルは、０から１５の範囲の１６個のＣＱＩインデックスに対応
する１６個のエントリからなり、前記第１のＣＱＩテーブル内の各エントリは、少なくと
も、ＣＱＩインデックス、変調方式、およびスペクトル効率を含み、
　ＣＱＩインデックス１から３は、前記変調方式が４相位相偏移変調（ＱＰＳＫ）であり
、前記スペクトル効率が、それぞれ、０．１５２３、０．３７７０、および０．８７７０
である３個のエントリに対応し、
　ＣＱＩインデックス４から６は、前記変調方式が１６直角位相振幅変調（ＱＡＭ）であ
り、前記スペクトル効率が、それぞれ、１．４７６６、１．９１４１、および２．４０６
３である３個のエントリに対応し、
　ＣＱＩインデックス７から１１は、前記変調方式が６４ＱＡＭであり、前記スペクトル
効率が、それぞれ、２．７３０５、３．３２２３、３．９０２３、４．５２３４、および
５．１１５２である５個のエントリに対応し、
　ＣＱＩインデックス１２から１５は、前記変調方式が２５６ＱＡＭである４個のエント
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リに対応し、ＣＱＩインデックス１２は、スペクトル効率が５．５５４７であるエントリ
に対応し、
　前記第１のＭＣＳテーブルは、０から３１の範囲の３２個のＭＣＳインデックスに対応
する３２個のエントリからなり、前記第１のＭＣＳテーブル内の各エントリは、少なくと
も、ＭＣＳインデックスおよび変調順序を含み、
　ＭＣＳインデックス０から４および２８は、それぞれ、変調順序が２である６個のエン
トリに対応し、
　ＭＣＳインデックス５から１０および２９は、それぞれ、変調順序が４である７個のエ
ントリに対応し、
　ＭＣＳインデックス１１から１９および３０は、それぞれ、変調順序が６である１０個
のエントリに対応し、
　ＭＣＳインデックス２０から２７および３１は、それぞれ、変調順序が８である９個の
エントリに対応し、
　前記変調方式ＱＰＳＫは変調順序２に対応し、前記変調方式１６ＱＡＭは変調順序４に
対応し、前記変調方式６４ＱＡＭは変調順序６に対応し、前記変調方式２５６ＱＡＭは変
調順序８に対応する、方法。
【請求項７】
　前記第１のＣＱＩテーブルの前記１６個のＣＱＩインデックスは、第２のＣＱＩテーブ
ルの１６個のＣＱＩインデックスと同じであり、
　前記第２のＣＱＩテーブル内の各エントリは、少なくとも、ＣＱＩインデックス、変調
方式、およびスペクトル効率を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックス１２および２５６ＱＡＭに対応する
エントリ内の前記スペクトル効率５．５５４７は、第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩイン
デックス１５および１６ＱＡＭに対応するエントリ内のスペクトル効率に等しい、請求項
６または７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のＣＱＩテーブルおよび前記第２のＣＱＩテーブルは、以下の関係、すなわち
、
　前記第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックス１、２、および３に対応するエント
リ内の変調方式およびスペクトル効率の値は、それぞれ、前記第２のＣＱＩテーブル内の
ＣＱＩインデックス１、３、および５に対応するエントリ内の変調方式およびスペクトル
効率の値と同じである、または
　前記第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックス４、５、および６に対応するエント
リ内の変調方式およびスペクトル効率の値は、それぞれ、前記第２のＣＱＩテーブル内の
ＣＱＩインデックス７、８、および９に対応するエントリ内の変調方式およびスペクトル
効率の値と同じである、または
　前記第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックス７、８、９、１０、および１１に対
応するエントリ内の変調方式およびスペクトル効率の値は、それぞれ、前記第２のＣＱＩ
テーブル内のＣＱＩインデックス１０、１１、１２、１３、および１４、および６４ＱＡ
Ｍに対応するエントリ内の変調方式およびスペクトル効率の値と同じである、
のうちの１つを満たす、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のＭＣＳテーブルの３２個のＭＣＳインデックスは、第２のＭＣＳテーブルの
３２個のＭＣＳインデックスと同じであり、
　前記第２のＭＣＳテーブル内の各エントリは、少なくとも、ＭＣＳインデックスおよび
変調順序を含む、請求項７から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のＭＣＳテーブルおよび第２のＭＣＳテーブルは、次の関係、すなわち、
　前記第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックス０から４に対応するエントリ内の変
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調順序の値は、それぞれ、前記第２のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックス０、２、４
、６、および８に対応するエントリ内の変調順序の値と同じである、または
　前記第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックス６に対応するエントリ内の変調順序
の値は、前記第２のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックス６に対応するエントリ内の変
調順序の値と同じである、
のうちの１つを満たす、請求項７から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された装置。
【請求項１３】
　請求項６から１１のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された装置。
【請求項１４】
　命令を含むコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令は、コンピュータによって実
行されるとき、前記コンピュータに、請求項１から５のいずれか一項に記載の方法を実施
させる、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１５】
　命令を含むコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令は、コンピュータによって実
行されるとき、前記コンピュータに、請求項６から１１のいずれか一項に記載の方法を実
施させる、コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、発明の名称を「チャネル品質指標ならびに変調方式および符号化方式を通知す
るための方法および装置」とした、２０１３年６月８日に中国国家知識産権局に出願され
た中国特許出願第ＰＣＴ／ＣＮ２０１３／０７７０２３号に対する優先権を主張し、その
全体を引用により本明細書に組み込む。
【０００２】
　本発明は、通信の分野に関し、特に、チャネル品質指標ならびに変調方式および符号化
方式を通知するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　今日、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕ
ｔｉｏｎ）システムにおいて、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ、Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の適応型変調および符号化
プロセスは以下の手順に従う。即ち、端末装置がチャネル状態情報（ＣＳＩ、Ｃｈａｎｎ
ｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を測定するために使用されるチャネル情報
を推定し、端末装置が当該チャネル情報を用い最適ランク指標（ＲＩ、Ｒａｎｋ　Ｉｎｄ
ｉｃａｔｉｏｎ）および／または最適なプリコーディング行列指標（ＰＭＩ、Ｐｒｅｃｏ
ｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）に基づいて信号対雑音干渉比（ＳＩＮ
Ｒ、Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｐｌｕｓ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉ
ｏ）を計算し、端末装置が当該ＳＩＮＲに従って対応するチャネル品質指標（ＣＱＩ、Ｃ
ｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を取得し、当該ＣＱＩの値を基地
局に報告し、端末装置が報告したチャネル品質指標（ＣＱＩ、Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌ
ｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）ＣＱＩ値とネットワーク状況に従って基地局が変調方式お
よび符号化方式（ＭＣＳ、Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ
）を端末装置に割り当てるというものである。ＭＣＳは、現在ＰＤＳＣＨで使用されてい
る変調方式および符号化方式を示すために使用される。
【０００４】
　ホットスポットのシナリオでは、例えば、中継（Ｒｅｌａｙ）シナリオまたはＬＴＥホ
ットスポット改善（ＬＴＥ－Ｈｉ、ＬＴＥｈｏｔｓｐｏｔ　ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔｓ）
シナリオでは、端末装置は６４直角位相振幅変調（ＱＡＭ、Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍ
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ｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）より高い変調方式を必要とする。しかし、先行
技術における制限のため、最大ＣＱＩ値は１５であり、当該最大ＣＱＩ値に対応する変調
方式は６４ＱＡＭである。これは、端末装置は６４ＱＡＭより高い変調方式を選択するこ
とができず、システム性能に悪影響が及ぶことを意味する。同様に、基地局は６４ＱＡＭ
より高い変調方式を端末装置に割り当てることもできない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の諸実施形態では、チャネル品質指標ならびに変調方式および符号化方式を通知
するための方法および装置を提供する。当該方法および装置により、端末装置と基地局は
６４ＱＡＭより高い変調方式を選択することができ、それによりシステム性能を高める。
【０００６】
　上記目的を実現するために、本発明の諸実施形態では以下の技術的解決策を用いる。
【０００７】
　第１の態様によればＣＱＩ通知方法が提供される。当該方法は、取得した第１のＣＱＩ
テーブルに従って第１のＣＱＩインデックスを学習するステップと、基地局が第１のＣＱ
Ｉインデックスに従って第１の変調符号化方式ＭＣＳインデックスを決定するように、第
１のＣＱＩインデックスを基地局に送信するステップとを含み、第１のＣＱＩテーブルは
、変調方式が６４直角位相振幅変調ＱＡＭより高いエントリと、第２のＣＱＩテーブル内
にあり変調方式が４相位相偏移変調ＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリであって、
変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり
変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリにより形成された第１の組合せとは
異なる組合せを含み、第１の組合せは、第２のＣＱＩテーブル内にありＱＰＳＫに対応す
るＣＱＩインデックスが連続的かつ最大のものであるＮ個のエントリであり、Ｎは３に等
しいか、またはＮは４未満の正の整数であるか、またはＮは正の整数である少なくとも１
つのエントリ、および／または第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであ
る少なくとも１つのエントリとを含み、第２のＣＱＩテーブル内のエントリの変調方式は
ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【０００８】
　第１の態様を参照して、第１の可能な実装形態では、第２のＣＱＩテーブル内にあり変
調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり変
調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応する連続す
るＣＱＩインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、第２のＣＱＩテー
ブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に
対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一ではない、エントリの一部、または、
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部に対応するＣＱＩインデックスは不連続であり、当該エントリの一部は、
対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであ
る全てのエントリのうち最大のものであるエントリと異なる少なくとも１つのエントリで
ある、エントリの一部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであ
るエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＣＱＩインデックスは連続で
あり、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデックスが当該ＣＱＩテーブル内にあ
り変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくと
も１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０００９】
　第１の態様を参照して、第２の可能な実装形態では、第２のＣＱＩテーブル内にあり変
調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり
変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、対応するＣＱＩインデックスが第
２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最小であ
るエントリと異なる少なくとも１つのエントリを含む。
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【００１０】
　第１の態様または以上の２つの可能な実装形態を参照して、第３の可能な実装形態では
、第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭ
である少なくとも１つのエントリを含む。
【００１１】
　第３の可能な実装形態を参照して、第４の可能な実装形態では、変調方式が６４ＱＡＭ
である少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡ
Ｍである全てのエントリ、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭ
であるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデックスが
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大で
あるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【００１２】
　第１の態様を参照して、第５の可能な実装形態では、対応するＣＱＩインデックスが第
１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小である
エントリのスペクトル効率は、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内に
あり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル
効率に等しいか、または、対応するＣＱＩインデックスが変調方式が６４ＱＡＭよりも高
いエントリのうち最小のものであるＴ個のエントリのスペクトル効率は、対応するＣＱＩ
インデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエン
トリのうち最大のものであるＴ個のエントリのスペクトル効率に等しいかまたはほぼ等し
く、Ｔは１乃至５のうち何れか１つの自然数に等しい。
【００１３】
　第１の態様を参照して、第６の可能な実装形態では、対応するＣＱＩインデックスが第
１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最大である
エントリのスペクトル効率は、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内に
あり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル
効率に４／３を掛けたもの、または、１より小さい正の実数である端末の最大符号化率に
８を掛けたもの、または、７．４０６３、または、７．４３２である。
【００１４】
　第１の態様を参照して、第７の可能な実装形態では、第１のＣＱＩテーブル内にありＣ
ＱＩインデックスが最大のものであるＸ個のエントリのスペクトル効率は昇順で配置され
たスペクトル効率の算術数列または略算術数列であり、第１のＣＱＩテーブル内にありＣ
ＱＩインデックスが最大のものであるＸ個のエントリのスペクトル効率が昇順で配置され
たスペクトル効率の算術数列であることは、当該スペクトル効率の昇順で配置された当該
Ｘ個のエントリ内の２番目のエントリから開始して、各エントリのスペクトル効率と夫々
の先行エントリのスペクトル効率の差分が同一の定数に等しいことを示し、第１のＣＱＩ
テーブル内にありＣＱＩインデックスが最大のものであるＸ個のエントリのスペクトル効
率が昇順で配置されたスペクトル効率の略算術数列であるとは、当該スペクトル効率の昇
順で配置された当該Ｘ個のエントリ内の２番目のエントリから開始して、各エントリのス
ペクトル効率と夫々の先行エントリのスペクトル効率の差分は、定数から事前設定値を引
いたものから当該定数に当該事前設定値を足したものまでの範囲内にあることを示し、Ｘ
は２より大きい整数であり、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にあ
りＣＱＩインデックスが最大のものである当該Ｘ個のエントリのうち最小であるエントリ
のスペクトル効率は、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調
方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に等
しく、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデックス
が最大のものである当該Ｘ個のエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率は、
対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭで
ある全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に４／３を掛けたもの、
または、１より小さい正の実数である端末の最大符号化率に８を掛けたもの、または、７



(8) JP 6987828 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

．４０６３、または、７．４３２である。
【００１５】
　第１の態様または第１、第２、第６、および第７の可能な実装形態の何れか１つを参照
して、第８の可能な実装形態では、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭ
よりも高いエントリのスペクトル効率は以下の数値群のうち少なくとも１つを含む。
{5.5547　6.1805　6.8062　7.432},
{6.1805　6.8062　7.432},
{5.5547　6.1797　6.8047　7.4297},
{6.1797　6.8047　7.4297},
{5.5547　6.1719　6.7891　7.4063},
{6.1719　6.7891　7.4063},
{5.5547　6.4934　7.432},
{6.4934　7.432},
{5.5547　6.4922　7.4297},
{6.4922　7.4297},
{5.5547　6.4805　7.4063},
{6.4805　7.4063},
{5.5547　6.4844　7.4063},
{6.4844　7.4063},
{5.5547　6.0240　6.4934　6.9627　7.432},
{6.0234　6.4922　6.9609　7.4297},
{5.5547　6.0234　6.4922　6.9609　7.4297},
{6.0176　6.4805　6.9434　7.4063},
{5.5547　6.0176　6.4805　6.9434　7.4063},
{6.0176　6.4805　6.9434　7.4063},
{5.5547　6.0156　6.4844　6.9453　7.4063},
{6.0156　6.4844　6.9453　7.4063},
{5.5547　5.9302　6.3056　6.6811　7.0565　7.432},
{5.9302　6.3056　6.6811　7.0565　7.432},
{5.5547　5.9297　6.3047　6.6797　7.0547　7.4297},
{5.9297　6.3047　6.6797　7.0547　7.4297},
{5.5547　5.9250　6.2953　6.6656　7.0360　7.4063},
{5.9250　6.2953　6.6656　7.0360　7.4063},
{5.5547　5.9219　6.2969　6.6641　7.0391　7.4063}, および
{5.9219　6.2969　6.6641　7.0391　7.4063}
【００１６】
　第１の態様を参照して、第９の可能な実装形態では、第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩ
インデックスの値範囲は第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲と同じで
ある。
【００１７】
　第２の態様によればＭＣＳ通知方法が提供される。当該方法は、端末装置により送信さ
れた第１のチャネル品質指標ＣＱＩインデックスを受信するステップであって、第１のＣ
ＱＩインデックスは取得した第１のＣＱＩテーブルに従って端末装置により決定される、
ステップと、第１のＣＱＩテーブル、第１のＭＣＳテーブル、および受信した第１のＣＱ
Ｉインデックスに従って、第１のＭＣＳインデックスを決定するステップと、決定された
第１のＭＣＳインデックスを端末装置に送信するステップとを含み、第１のＣＱＩテーブ
ルは、変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリを含み、第１のＭＣＳテーブルは、変調
方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリと、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰ
ＳＫである少なくとも１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１
つのエントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１
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つのエントリにより形成された、第２の組合せと異なる組合せを含み、第２の組合せは、
第２のＭＣＳテーブル内にありＱＰＳＫに対応するＭＣＳインデックスが連続で最大のも
のであるＫ個のエントリであり、Ｋは４に等しいか、または、Ｋは５未満の正の整数であ
るか、または、Ｋは正の整数である少なくとも１つのエントリ、および／または第２のＭ
ＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリとを含み、
第２のＭＣＳテーブル内の変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含
む。
【００１８】
　第２の態様を参照して、第１の可能な実装形態では、第１のＣＱＩテーブルはさらに、
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリであ
って、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内
にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリにより形成された第１の組合
せとは異なる組合せを含み、第１の組合せは、第２のＣＱＩテーブル内にありＱＰＳＫに
対応するＣＱＩインデックスが連続的かつ最大のものであるＮ個のエントリであり、Ｎは
３に等しいか、またはＮは４未満の正の整数であるか、またはＮは正の整数である少なく
とも１つのエントリ、および／または第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡ
Ｍである少なくとも１つのエントリとを含み、第２のＣＱＩテーブル内の変調方式はＱＰ
ＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【００１９】
　第２の態様または第１の可能な実装形態を参照して、第２の可能な実装形態では、取得
した第１のＣＱＩテーブル、取得した第１のＭＣＳテーブル、および受信した第１のＣＱ
Ｉインデックスに従って第１のＭＣＳインデックスを決定するステップは、第１のＴＢＳ
インデックスおよび第１のＭＣＳインデックスを、第１のＰＲＢ量、第１のＣＱＩテーブ
ル、第１のＭＣＳテーブル、取得された第１のＴＢＳテーブル、および受信した第１のＣ
ＱＩインデックスに従って決定するステップを含み、第１のＰＲＢ量は基地局により端末
装置に割り当てられたＰＲＢ量であるか、または、第１のＰＲＢ量は端末装置に割り当て
られた当該ＰＲＢ量と特定の係数の積以下の最大の整数であり、第１のＴＢＳテーブルは
各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応する
送信ブロック・サイズを含み、第１のＴＢＳテーブルは第１のＭＣＳテーブルに対応する
ＴＢＳテーブルである。
【００２０】
　第２の可能な実装形態を参照して、第３の可能な実装形態では、第１のＴＢＳテーブル
内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ａであり、Ａは２６以下の正の整数であるか、
または、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ｂであり、Ｂは
２６以上の正の整数であり、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至Ｃに対
応する送信ブロック・サイズは第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至Ｃに
対応する送信ブロック・サイズと同一であり、Ｃは２６以下の非負整数であり、第２のＴ
ＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２のＴＢＳテーブ
ルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応
する送信ブロック・サイズを含む。
【００２１】
　第２の態様を参照して、第４の可能な実装形態では、第１のＴＢＳインデックスを、第
１のＣＱＩテーブル、第１のＰＲＢ量、第１のＴＢＳテーブル、および受信した第１のＣ
ＱＩインデックスに従って決定するステップは、第１のＣＱＩテーブルおよび受信した第
１のＣＱＩインデックスに従って、受信した第１のＣＱＩインデックスに対応する第１の
変調方式および第１のスペクトル効率を決定するステップと、第１のＰＲＢ量および第１
のスペクトル効率に従って、端末装置に送信された第１の送信ブロック・サイズを学習す
るステップと、第１のＴＢＳテーブル内にあり第１の送信ブロック・サイズおよび第１の
ＰＲＢ量に対応する第１のＴＢＳインデックスに従って、第１のＴＢＳテーブルを取得す
るステップとを含む。
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【００２２】
　第２、第３、および第４の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第５の可能な実装
形態では、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ１を含み、ＰＲＢ量ごとに、Ｔ
ＢＳインデックスＹ１に対応する送信ブロック・サイズは、第２のＴＢＳテーブルにおけ
るＴＢＳインデックス２５に対応する送信ブロック・サイズより大きく、第２のＴＢＳテ
ーブルにおけるＴＢＳインデックス２６に対応する送信ブロック・サイズより小さく、第
２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２のＴＢＳ
テーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量
に対応する送信ブロック・サイズを含む。
【００２３】
　第２、第３、および第４の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第６の可能な実装
形態では、第１のＴＢＳテーブルは、ＴＢＳインデックスＹ２および以下の表Ａにおける
ＴＢＳインデックスＹ２に対応するエントリのうち少なくとも１つを含む。任意の１つの
エントリは、１つのＰＲＢ量および当該ＰＲＢ量に対応する１つの送信ブロック・サイズ
を含む。
【００２４】
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【表１】

【００２５】
　かつ／または、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ３および以下の表Ｂ１、
Ｂ２、Ｂ３、またはＢ４におけるＴＢＳインデックスＹ３に対応する少なくとも１つのエ
ントリを含む。任意の１つのエントリは、１つのＰＲＢ量および当該ＰＲＢ量に対応する
１つの送信ブロック・サイズを含む。
【００２６】
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【表２】

【００２７】
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【表３】

【００２８】
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【表４】

【００２９】
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【表５】

【００３０】
　かつ／または、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ４＿１乃至Ｙ４＿５およ
び以下の表Ｃ１またはＣ２におけるＴＢＳインデックスＹ４＿１乃至Ｙ４＿５に対応する
少なくとも１つのエントリを含む。任意の１つのエントリは、１つのＰＲＢ量および当該
ＰＲＢ量に対応する５つの送信ブロック・サイズを含む。
【００３１】
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【表６】
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【表７】
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【００３３】
　第１乃至第６の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第７の可能な実装形態では、
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一である、エントリの
一部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部
であって、当該エントリの一部に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一では
ない、エントリの一部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであ
るエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＣＱＩインデックスは不連続
であり、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル
内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大のものであるエントリと異
なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＣＱＩテーブル
内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応
するＣＱＩインデックスは連続であり、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデッ
クスが当該ＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大
であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【００３４】
　第１乃至第６の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第８の可能な実装形態では、
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは
、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、
対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであ
る全てのエントリのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリを含む。
【００３５】
　第１乃至第８の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第９の可能な実装形態では、
第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭで
ある少なくとも１つのエントリを含む。
【００３６】
　第９の可能な実装形態を参照して、第１０の可能な実装形態では、変調方式が６４ＱＡ
Ｍである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４Ｑ
ＡＭである全てのエントリ、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡ
Ｍであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデックス
が第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大
であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【００３７】
　第１乃至第１０の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１１の可能な実装形態で
は、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭ
よりも高いエントリのうち最小であるエントリのスペクトル効率は、対応するＣＱＩイン
デックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリの
うち最大であるエントリのスペクトル効率に等しいか、または、対応するＣＱＩインデッ
クスが変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小のものであるＴ個のエントリ
のスペクトル効率は、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変
調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大のものであるＴ個のエントリのスペ
クトル効率に等しいかまたはほぼ等しく、Ｔは１乃至５のうち何れか１つの自然数に等し
い。
【００３８】
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　第１乃至第１１の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１２の可能な実装形態で
は、第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲は第２のＣＱＩテーブル内の
ＣＱＩインデックスの値範囲と同じである。
【００３９】
　第２の態様または第１乃至第４の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１３の可
能な実装形態では、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも
１つのエントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの
一部であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一
である、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫで
あるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデック
スの差分は同一ではない、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳイ
ンデックスは不連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣ
Ｓテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリ
と異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に
対応するＭＣＳインデックスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックス
が、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大
であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【００４０】
　第１乃至第４の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１４の可能な実装形態では
、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリ
は、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または
、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、
当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エント
リの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリ
の一部であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同
一ではない、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６Ｑ
ＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックス
は不連続であり、当該エントリの一部は、第２のＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと
異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に
対応するＭＣＳインデックスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックス
が、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最
大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、
第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当
該エントリの一部は、各ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式
が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大または最小であるエントリと異なる少なく
とも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【００４１】
　第２の態様または第１乃至第４、第１３、および第１４の可能な実装形態の何れか１つ
を参照して、第１５の可能な実装形態では、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣ
Ｓテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【００４２】
　第１５の可能な実装形態を参照して、第１６の可能な実装形態では、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部
は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである
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ントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエン
トリの一部であって、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異
なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【００４３】
　第１５または第１６の可能な実装形態を参照して、第１７の可能な実装形態では、対応
するＭＣＳインデックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも
高い全てのエントリのうち最小であるエントリのＴＢＳインデックスは、ＭＣＳインデッ
クスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのう
ち最大であるエントリのＴＢＳインデックスと同じであり、または、対応するＭＣＳイン
デックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリの
うち最小のものであるＲ個のエントリのＴＢＳインデックスは、ＭＣＳインデックスが、
第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭでありＭＣＳインデックスは２７よ
り大きくない全てのエントリのうち最大のものであるＲ個のエントリのＴＢＳインデック
スと等しく、Ｒは自然数である。
【００４４】
　第２の態様または第１乃至第４、および第１３乃至第１７の可能な実装形態の何れか１
つを参照して、第１８の可能な実装形態では、第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデッ
クスの値範囲は第２のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲と同じである。
【００４５】
　第２の態様または第１乃至第４、第６、および第１３乃至第１８の可能な実装形態の何
れか１つを参照して、第１９の可能な実装形態では、第１のＭＣＳテーブルはさらに、以
下の表Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４、またはＤ５における少なくとも１つのエントリを含み、
任意の１つのエントリは１つのＭＣＳインデックス、および当該１つのＭＣＳインデック
スに対応する変調順序およびＴＢＳインデックスを含む。
【００４６】
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【表８】

【００４７】



(25) JP 6987828 B2 2022.1.5

10

20

30

40

【表９】

【００４８】
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【表１０】

【００４９】
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【表１１】

【００５０】
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【表１２】

【００５１】
　第３の態様によれば、ＭＣＳ通知方法が提供される。当該方法は、基地局により送信さ
れた第１のＭＣＳインデックスを受信するステップであって、第１のＭＣＳインデックス
は第１のＭＣＳテーブルに従って基地局により決定される、ステップと、第１のＭＣＳテ
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ーブルおよび受信した第１のＭＣＳインデックスに従って変調順序および符号ブロック・
サイズを決定するステップと、を含み、第１のＭＣＳテーブルは、変調方式が６４ＱＡＭ
よりも高いエントリと、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なく
とも１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリによっ
て形成された、第１の組合せと異なる組合せを含み、第１の組合せは、第２のＭＣＳテー
ブル内にありＱＰＳＫに対応するＭＣＳインデックスが連続で最大のものであるＫ個のエ
ントリであり、Ｋは４に等しいか、または、Ｋは５未満の正の整数であるか、または、Ｋ
は正の整数である少なくとも１つのエントリ、および／または第２のＭＣＳテーブル内に
あり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリとを含み、第２のＭＣＳテー
ブル内の変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【００５２】
　第３の態様を参照して、第１の可能な実装形態では、第１のＭＣＳテーブルおよび受信
した第１のＭＣＳインデックスに従って変調順序および符号ブロック・サイズを決定する
ステップは、第１のＭＣＳテーブルおよび受信した第１のＭＣＳインデックスに従って、
第１のＴＢＳインデックスおよび当該変調順序を決定するステップと、第１のＴＢＳイン
デックス、第１のＰＲＢ量、および第１のＴＢＳテーブルに従って当該符号ブロック・サ
イズを決定するステップとを含み、第１のＰＲＢ量は基地局により端末装置に割り当てら
れたＰＲＢ量であるか、または、第１のＰＲＢ量は端末装置に割り当てられた当該ＰＲＢ
量と特定の係数の積以下の最大の整数であり、第１のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデッ
クスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サ
イズを含み、第１のＴＢＳテーブルは第１のＭＣＳテーブルに対応するＴＢＳテーブルで
ある。
【００５３】
　第１の可能な実装形態を参照して、第２の可能な実装形態では、第１のＴＢＳテーブル
内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ａであり、Ａは２６以下の正の整数であり、ま
たは第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ｂであり、Ｂは２６
以上の正の整数であり、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至Ｃに対応す
る送信ブロック・サイズは第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至Ｃに対応
する送信ブロック・サイズと同一であり、Ｃは２６以下の非負整数であり、第２のＴＢＳ
テーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２のＴＢＳテーブルは
各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応する
送信ブロック・サイズを含む。
【００５４】
　第１または第２の可能な実装形態を参照して、第３の可能な実装形態では、第１のＴＢ
ＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ１を含み、ＰＲＢ量ごとに、ＴＢＳインデックスＹ１
に対応する送信ブロック・サイズは、第２のＴＢＳテーブルにおけるＴＢＳインデックス
２５に対応する送信ブロック・サイズより大きく、第２のＴＢＳテーブルにおけるＴＢＳ
インデックス２６に対応する送信ブロック・サイズより小さく、第２のＴＢＳテーブル内
のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳイ
ンデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応する送信ブロッ
ク・サイズを含む。
【００５５】
　第１または第２の可能な実装形態を参照して、第４の可能な実装形態では、第１のＴＢ
ＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ２および以下の表ＡにおけるＴＢＳインデックスＹ２
に対応するエントリのうち少なくとも１つを含む。任意の１つのエントリは、１つのＰＲ
Ｂ量および当該ＰＲＢ量に対応する１つの送信ブロック・サイズを含む。
【００５６】
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【表１３】

【００５７】
　かつ／または、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ３および以下の表Ｂ１、
Ｂ２、Ｂ３、またはＢ４におけるＴＢＳインデックスＹ３に対応する少なくとも１つのエ
ントリを含む。任意の１つのエントリは、１つのＰＲＢ量および当該ＰＲＢ量に対応する
１つの送信ブロック・サイズを含む。
【００５８】
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【表１４】

【００５９】
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【表１５】

【００６０】
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【表１６】

【００６１】
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【表１７】

【００６２】
　かつ／または、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ４＿１乃至Ｙ４＿５およ
び以下の表Ｃ１またはＣ２におけるＴＢＳインデックスＹ４＿１乃至Ｙ４＿５に対応する
少なくとも１つのエントリを含む。任意の１つのエントリは、１つのＰＲＢ量および当該
ＰＲＢ量に対応する５つの送信ブロック・サイズを含む。
【００６３】
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【表１９】
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　第３の態様または第１および第２の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第５の可
能な実装形態では、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも
１つのエントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの
一部であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一
である、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫで
あるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデック
スの差分は同一ではない、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式が当該ＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣ
Ｓインデックスは不連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエン
トリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一
部に対応するＭＣＳインデックスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデッ
クスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち
最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【００６６】
　第３の態様または第１および第２の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第６の可
能な実装形態では、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくと
も１つのエントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全ての
エントリ、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリ
の一部であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同
一である、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡ
Ｍであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデ
ックスの差分は同一ではない、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり
変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭ
ＣＳインデックスは不連続であり、当該エントリの一部は、第２のＭＣＳインデックスが
、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大
であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは連続であり、当該エントリの一部は、Ｍ
ＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全ての
エントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリ
の一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの
一部であって、当該エントリの一部は、各ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大または最小であるエント
リと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【００６７】
　第３の態様または以上の６つの可能な実装形態の何れか１つを参照して、第７の可能な
実装形態では、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式
が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【００６８】
　第７の可能な実装形態を参照して、第８の可能な実装形態では、第２のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、
ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全て
のエントリのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エント
リの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリ
の一部であって、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる
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【００６９】
　第７または第８の可能な実装形態を参照して、第９の可能な実装形態では、変調方式が
６４ＱＡＭであり第２のＭＣＳテーブル内にある少なくとも１つのエントリは、ＭＣＳイ
ンデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエント
リのうち最大であるエントリのＴＢＳインデックスと同じである、対応するＭＣＳインデ
ックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高い全てのエント
リのうち最小であるエントリのＴＢＳインデックス、または、ＭＣＳインデックスが、第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭでありＭＣＳインデックスは２７より
大きくない全てのエントリのうち最大のものであるＲ個のエントリのＴＢＳインデックス
に等しくてもよい、対応するＭＣＳインデックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小のものであるＲ個のエントリのＴＢＳイ
ンデックスを含む。Ｒは自然数である。
【００７０】
　第３の態様または以上の９個の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１０の可能
な実装形態では、第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲は第２のＭＣＳ
テーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲と同じである。
【００７１】
　第３の態様または以上の１０個の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１１の可
能な実装形態では、第１のＭＣＳテーブルはさらに、以下の表Ｄ１、表Ｄ２、表Ｄ３、表
Ｄ４、または表Ｄ５における少なくとも１つのエントリを含む。任意の１つのエントリは
１つのＭＣＳインデックス、および当該１つのＭＣＳインデックスに対応する変調順序お
よびＴＢＳインデックスを含む。
【００７２】
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【００７３】
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【表２１】

【００７４】
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【表２２】

【００７５】
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【表２３】

【００７６】
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【表２４】

【００７７】
　第４の態様によれば、ＣＱＩ通知装置が提供される。当該装置は、第１のＣＱＩテーブ
ルを取得するように構成された取得モジュールと、当該取得モジュールにより取得された
第１のＣＱＩテーブルに従って第１のＣＱＩインデックスを学習するように構成された第



(46) JP 6987828 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

１の取得モジュールと、基地局が第１のＣＱＩインデックスに従って第１の変調符号化方
式ＭＣＳインデックスを決定するように、第１の取得モジュールにより取得された第１の
ＣＱＩインデックスを基地局に送信するように構成された送信モジュールとを備え、当該
取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルは、変調方式が６４直角位相振幅
変調ＱＡＭより高いエントリと、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が４相位相偏移
変調ＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少な
くとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少な
くとも１つのエントリにより形成された第１の組合せとは異なる組合せを含み、第１の組
合せは、第２のＣＱＩテーブル内にありＱＰＳＫに対応するＣＱＩインデックスが連続的
かつ最大のものであるＮ個のエントリであり、Ｎは３に等しいか、またはＮは４未満の正
の整数であるか、またはＮは正の整数である少なくとも１つのエントリ、および／または
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリと
を含み、第２のＣＱＩテーブル内のエントリの変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および
６４ＱＡＭのみを含む。
【００７８】
　第４の態様を参照して、第１の可能な実装形態では、変調方式がＱＰＳＫである少なく
とも１つのエントリは、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルにお
いて、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって
、当該エントリの一部に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一である、エン
トリの一部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリ
の一部であって、当該エントリの一部に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同
一ではない、エントリの一部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳ
Ｋであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＣＱＩインデックスは
不連続であり、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大のものであるエント
リと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＣＱＩテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部
に対応するＣＱＩインデックスは連続であり、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩイ
ンデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリ
のうち最大のものであるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの
一部を含む。
【００７９】
　第４の態様を参照して、第２の可能な実装形態では、変調方式が１６ＱＡＭである少な
くとも１つのエントリは、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルに
おいて、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、ま
たは、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡ
Ｍである全てのエントリのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリを
含む。
【００８０】
　第４の態様または以上の２つの可能な実装形態の何れか１つを参照して、第３の可能な
実装形態では、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルはさらに、第
２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含
む。
【００８１】
　第３の可能な実装形態を参照して、第４の可能な実装形態では、変調方式が６４ＱＡＭ
である少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡ
Ｍである全てのエントリ、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭ
であるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデックスが
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大で
あるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
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【００８２】
　第４の態様を参照して、第５の可能な実装形態では、対応するＣＱＩインデックスが、
当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡ
Ｍよりも高いエントリのうち最小であるエントリのスペクトル効率は、対応するＣＱＩイ
ンデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ
のうち最大であるエントリのスペクトル効率に等しいか、または、対応するＣＱＩインデ
ックスが第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち
最小のものであるＴ個のエントリのスペクトル効率は、対応するＣＱＩインデックスが、
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大の
ものであるＴ個のエントリのスペクトル効率に等しいかまたはほぼ等しく、Ｔは１乃至５
のうち何れか１つの自然数に等しい。
【００８３】
　第４の態様を参照して、第６の可能な実装形態では、対応するＣＱＩインデックスが第
１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最大である
エントリのスペクトル効率は、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内に
あり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル
効率に４／３を掛けたもの、１より小さい正の実数である端末の最大符号化率に８を掛け
たもの、または、７．４０６３、または、７．４３２である。
【００８４】
　第４の態様を参照して、第７の可能な実装形態では、第１のＣＱＩテーブル内にありＣ
ＱＩインデックスが最大のものであるＸ個のエントリのスペクトル効率は昇順で配置され
たスペクトル効率の算術数列または略算術数列であり、第１のＣＱＩテーブル内にありＣ
ＱＩインデックスが最大のものであるＸ個のエントリのスペクトル効率が昇順で配置され
たスペクトル効率の算術数列であることは、当該スペクトル効率の昇順で配置された当該
Ｘ個のエントリ内の２番目のエントリから開始して、各エントリのスペクトル効率と夫々
の先行エントリのスペクトル効率の差分が同一の定数に等しいことを示し、第１のＣＱＩ
テーブル内にありＣＱＩインデックスが最大のものであるＸ個のエントリのスペクトル効
率が昇順で配置されたスペクトル効率の略算術数列であるとは、当該スペクトル効率の昇
順で配置された当該Ｘ個のエントリ内の２番目のエントリから開始して、各エントリのス
ペクトル効率と夫々の先行エントリのスペクトル効率の差分は、定数から事前設定値を引
いたものから当該定数に当該事前設定値を足したものまでの範囲内にあることを示し、Ｘ
は２より大きい整数であり、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にあ
り当該ＣＱＩインデックスが最大のものである当該Ｘ個のエントリのうち最小であるエン
トリのスペクトル効率は、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり
変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率
に等しく、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にあり当該ＣＱＩイン
デックスが最大のものである当該Ｘ個のエントリのうち最大であるエントリのスペクトル
効率は、当該対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が
６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に４／３を
掛けたもの、または、１より小さい正の実数である端末の最大符号化率に８を掛けたもの
、または、７．４０６３、または、７．４３２である。
【００８５】
　第４の態様または第１および第２、第６、および第７の可能な実装形態の何れか１つを
参照して、第８の可能な実装形態では、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４Ｑ
ＡＭよりも高いエントリのスペクトル効率は以下の数値群のうち少なくとも１つを含む。
{5.5547　6.1805　6.8062　7.432},
{6.1805　6.8062　7.432},
{5.5547　6.1797　6.8047　7.4297},
{6.1797　6.8047　7.4297},
{5.5547　6.1719　6.7891　7.4063},
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{6.1719　6.7891　7.4063},
{5.5547　6.4934　7.432},
{6.4934　7.432},
{5.5547　6.4922　7.4297},
{6.4922　7.4297},
{5.5547　6.4805　7.4063},
{6.4805　7.4063},
{5.5547　6.4844　7.4063},
{6.4844　7.4063},
{5.5547　6.0240　6.4934　6.9627　7.432},
{6.0234　6.4922　6.9609　7.4297},
{5.5547　6.0234　6.4922　6.9609　7.4297},
{6.0176　6.4805　6.9434　7.4063},
{5.5547　6.0176　6.4805　6.9434　7.4063},
{6.0176　6.4805　6.9434　7.4063},
{5.5547　6.0156　6.4844　6.9453　7.4063},
{6.0156　6.4844　6.9453　7.4063},
{5.5547　5.9302　6.3056　6.6811　7.0565　7.432},
{5.9302　6.3056　6.6811　7.0565　7.432},
{5.5547　5.9297　6.3047　6.6797　7.0547　7.4297},
{5.9297　6.3047　6.6797　7.0547　7.4297},
{5.5547　5.9250　6.2953　6.6656　7.0360　7.4063},
{5.9250　6.2953　6.6656　7.0360　7.4063},
{5.5547　5.9219　6.2969　6.6641　7.0391　7.4063}, および
{5.9219　6.2969　6.6641　7.0391　7.4063}
【００８６】
　第４の態様を参照して、第９の可能な実装形態では、当該取得モジュールにより取得さ
れた第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲は第２のＣＱＩテーブル内の
ＣＱＩインデックスの値範囲と同じである。
【００８７】
　第５の態様によれば、ＭＣＳ通知装置が提供される。当該装置は、第１のＣＱＩテーブ
ルおよび第１のＭＣＳテーブルを取得するように構成された取得モジュールと、端末装置
により送信された第１のチャネル品質指標ＣＱＩインデックスを受信するように構成され
た受信モジュールであって、第１のＣＱＩインデックスは第１のＣＱＩテーブルに従って
端末装置により決定される、受信モジュールと、当該取得モジュールにより取得された第
１のＣＱＩテーブル、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブル、およ
び当該受信モジュールにより受信された第１のＣＱＩインデックスに従って第１のＭＣＳ
インデックスを決定するように構成された決定モジュールと、決定された第１のＭＣＳイ
ンデックスを端末装置に送信するように構成された送信モジュールとを備え、当該取得モ
ジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルは変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエン
トリを含み、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルは、変調方式が
６４ＱＡＭよりも高いエントリと、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫで
ある少なくとも１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエ
ントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエ
ントリにより形成された、第２の組合せと異なる組合せを含み、第２の組合せは、第２の
ＭＣＳテーブル内にありＱＰＳＫに対応するＭＣＳインデックスが連続で最大のものであ
るＫ個のエントリであり、Ｋは４に等しいか、または、Ｋは５未満の正の整数であるか、
または、Ｋは正の整数である少なくとも１つのエントリ、および／または第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリとを含み、第２の
ＭＣＳテーブル内の変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
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【００８８】
　第５の態様を参照して、第１の可能な実装形態では、第１のＣＱＩテーブルはさらに、
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリであ
って、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内
にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリにより形成された第１の組合
せとは異なる組合せを含み、第１の組合せは、第２のＣＱＩテーブル内にありＱＰＳＫに
対応するＣＱＩインデックスが連続的かつ最大のものであるＮ個のエントリであり、Ｎは
３に等しいか、またはＮは４未満の正の整数であるか、またはＮは正の整数である少なく
とも１つのエントリ、および／または第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡ
Ｍである少なくとも１つのエントリとを含み、第２のＣＱＩテーブル内の変調方式はＱＰ
ＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【００８９】
　第５の態様または第１の可能な実装形態を参照して、第２の可能な実装形態では、当該
決定モジュールは特に、取得した第１のＰＲＢ量、当該取得モジュールにより取得された
第１のＣＱＩテーブル、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブル、第
１のＴＢＳテーブル、および受信した第１のＣＱＩインデックスに従って、第１のＴＢＳ
インデックスおよび第１のＭＣＳインデックスを決定するように構成され、第１のＰＲＢ
量は基地局により端末装置に割り当てられたＰＲＢ量であるか、または、第１のＰＲＢ量
は端末装置に割り当てられた当該ＰＲＢ量と特定の係数の積以下の最大の整数であり、第
１のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および
各ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含み、第１のＴＢＳテーブルは第１のＭＣ
Ｓテーブルに対応するＴＢＳテーブルである。
【００９０】
　第２の可能な実装形態を参照して、第３の可能な実装形態では、第１のＴＢＳテーブル
内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ａであり、Ａは２６以下の正の整数であるか、
または、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ｂであり、Ｂは
２６以上の正の整数であり、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至Ｃに対
応する送信ブロック・サイズは第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至Ｃに
対応する送信ブロック・サイズと同一であり、Ｃは２６以下の非負整数であり、第２のＴ
ＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２のＴＢＳテーブ
ルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応
する送信ブロック・サイズを含む。
【００９１】
　第２の可能な実装形態を参照して、第４の可能な実装形態では、当該決定モジュールは
、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルおよび受信した第１のＣＱ
Ｉインデックスに従って、受信した第１のＣＱＩインデックスに対応する第１の変調方式
および第１のスペクトル効率を決定するように構成された第１の決定サブモジュールと、
当該取得された第１のＰＲＢ量および第１の決定サブモジュールにより決定された第１の
スペクトル効率に従って、端末装置に送信された第１の送信ブロック・サイズを学習し、
第１のＴＢＳテーブル内にあり第１の送信ブロック・サイズおよび第１のＰＲＢ量に対応
する第１のＴＢＳインデックスに従って、第１のＴＢＳテーブルを取得するように構成さ
れた第２の決定サブモジュールとを備える。
【００９２】
　第２乃至第４の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第５の可能な実装形態では、
第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ１を含み、ＰＲＢ量ごとに、ＴＢＳインデ
ックスＹ１に対応する送信ブロック・サイズは、第２のＴＢＳテーブルにおけるＴＢＳイ
ンデックス２５に対応する送信ブロック・サイズより大きく、第２のＴＢＳテーブルにお
けるＴＢＳインデックス２６に対応する送信ブロック・サイズより小さく、第２のＴＢＳ
テーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２のＴＢＳテーブルは
各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応する



(50) JP 6987828 B2 2022.1.5

送信ブロック・サイズを含む。
【００９３】
　第２乃至第４の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第６の可能な実装形態では、
第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ２および以下の表ＡにおけるＴＢＳインデ
ックスＹ２に対応するエントリのうち少なくとも１つを含む。任意の１つのエントリは、
１つのＰＲＢ量および当該ＰＲＢ量に対応する１つの送信ブロック・サイズを含む。
【００９４】
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【００９５】
　かつ／または、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ３および以下の表Ｂ１、
Ｂ２、Ｂ３、またはＢ４におけるＴＢＳインデックスＹ３に対応する少なくとも１つのエ
ントリを含む。任意の１つのエントリは、１つのＰＲＢ量および当該ＰＲＢ量に対応する
１つの送信ブロック・サイズを含む。
【００９６】
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【表２６】
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【００９７】
【表２７】

【００９８】
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【表２８】

【００９９】
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【０１００】
　かつ／または、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ４＿１乃至Ｙ４＿５およ
び以下の表Ｃ１またはＣ２におけるＴＢＳインデックスＹ４＿１乃至Ｙ４＿５に対応する
少なくとも１つのエントリを含む。任意の１つのエントリは、１つのＰＲＢ量および当該
ＰＲＢ量に対応する５つの送信ブロック・サイズを含む。
【０１０１】
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【０１０３】
　以上の６つの可能な実装形態の何れか１つを参照して、第７の可能な実装形態では、第
２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第
２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エ
ントリの一部に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一である、エントリの一
部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部で
あって、当該エントリの一部に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一ではな
い、エントリの一部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである
エントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＣＱＩインデックスは不連続で
あり、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内
にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大のものであるエントリと異な
る少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＣＱＩテーブル内
にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応す
るＣＱＩインデックスは連続であり、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデック
スが当該ＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大で
あるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０１０４】
　以上の６つの可能な実装形態の何れか１つを参照して、第８の可能な実装形態では、変
調方式が１６ＱＡＭであり第２のＣＱＩテーブル内にある少なくとも１つのエントリは、
当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＣＱＩテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、対応するＣＱＩイン
デックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリの
うち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリを含む。
【０１０５】
　以上の８つの可能な実装形態の何れか１つを参照して、第９の可能な実装形態では、当
該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【０１０６】
　第９の可能な実装形態を参照して、第１０の可能な実装形態では、変調方式が６４ＱＡ
Ｍである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４Ｑ
ＡＭである全てのエントリ、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡ
Ｍであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデックス
が第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大
であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０１０７】
　以上の１０個の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１１の可能な実装形態では
、対応するＣＱＩインデックスが、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテ
ーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小であるエントリのス
ペクトル効率は、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式
が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に等しい
か、または、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６
４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小のものであるＴ個のエントリのスペクトル効率は
、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭ
である全てのエントリのうち最大のものであるＴ個のエントリのスペクトル効率に等しい
かまたはほぼ等しく、Ｔは１乃至５のうち何れか１つの自然数に等しい。
【０１０８】
　以上の１１個の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１２の可能な実装形態では
、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの
値範囲は第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲と同じである。
【０１０９】
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　第５の態様または以上の４つの可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１３の可能
な実装形態では、変調方式がＱＰＳＫであり第２のＭＣＳテーブル内にある少なくとも１
つのエントリは、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、
第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの
一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部
であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一では
ない、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであ
るエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続
であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり
変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも
１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方
式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳイン
デックスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異
なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０１１０】
　第５の態様または以上の４つの可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１４の可能
な実装形態では、変調方式が１６ＱＡＭであり第２のＭＣＳテーブル内にある少なくとも
１つのエントリは、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて
、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、
第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当
該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリ
の一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの
一部であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一
ではない、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡ
Ｍであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは
不連続であり、当該エントリの一部は、第２のＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異
なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対
応するＭＣＳインデックスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが
、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大
であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部は、各ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大または最小であるエントリと異なる少なくと
も１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０１１１】
　第５の態様または第１乃至第４、第１３、および第１４の可能な実装形態の何れか１つ
を参照して、第１５の可能な実装形態では、当該取得モジュールにより取得された第１の
ＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少
なくとも１つのエントリを含む。
【０１１２】
　第１５の可能な実装形態を参照して、第１６の可能な実装形態では、変調方式が６４Ｑ
ＡＭであり第２のＭＣＳテーブル内にある少なくとも１つのエントリは、当該取得モジュ
ールにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブル内にあり変
調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデ
ックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリの
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うち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、ま
たは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であっ
て、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１
つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０１１３】
　第１５または第１６の可能な実装形態を参照して、第１７の可能な実装形態では、対応
するＭＣＳインデックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも
高い全てのエントリのうち最小であるエントリのＴＢＳインデックスは、ＭＣＳインデッ
クスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのう
ち最大であるエントリのＴＢＳインデックスと同じであり、または、対応するＭＣＳイン
デックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリの
うち最小のものであるＲ個のエントリのＴＢＳインデックスが、ＭＣＳインデックスが、
第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭでありＭＣＳインデックスは２７よ
り大きくない全てのエントリのうち最大のものであるＲ個のエントリのＴＢＳインデック
スに等しくてもよく、Ｒは自然数である。
【０１１４】
　第５の態様または以上の４つの可能な実装形態および第１３乃至第１７の可能な実装形
態の何れか１つを参照して、第１８の可能な実装形態では、当該取得モジュールにより取
得された第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲は第２のＭＣＳテーブル
内のＭＣＳインデックスの値範囲と同じである。
【０１１５】
　第５の態様または以上の４つの可能な実装形態、および第６、および第１３乃至第１８
の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１９の可能な実装形態では、第１のＭＣＳ
テーブルはさらに、以下の表Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４、またはＤ５における少なくとも１
つのエントリを含み、任意の１つのエントリは１つのＭＣＳインデックス、および当該１
つのＭＣＳインデックスに対応する変調順序およびＴＢＳインデックスを含む。
【０１１６】
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【表３２】

【０１１７】
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【表３３】

【０１１８】
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【表３４】

【０１１９】
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【表３５】

【０１２０】
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【表３６】

【０１２１】
　第６の態様によれば、ＭＣＳ通知装置が提供される。当該装置は、第１のＭＣＳテーブ
ルを取得するように構成された取得モジュールと、基地局により送信された第１のＭＣＳ
インデックスを受信するように構成された受信モジュールであって、第１のＭＣＳインデ
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ックスは、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルに従って基地局に
より決定される、受信モジュールと、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳ
テーブルおよび当該受信モジュールにより受信された第１のＭＣＳインデックスに従って
変調順序および符号ブロック・サイズを決定するように構成された決定モジュールとを備
え、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルは、変調方式が６４ＱＡ
Ｍよりも高いエントリと、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少な
くとも１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは
第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリによ
って形成された、第１の組合せと異なる組合せを含み、第１の組合せは、第２のＭＣＳテ
ーブル内にありＱＰＳＫに対応するＭＣＳインデックスが連続で最大のものであるＫ個の
エントリであり、Ｋは４に等しいか、または、Ｋは５未満の正の整数であるか、または、
Ｋは正の整数である少なくとも１つのエントリ、および／または第２のＭＣＳテーブル内
にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリとを含み、第２のＭＣＳテ
ーブル内の変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【０１２２】
　第６の態様を参照して、第１の可能な実装形態では、当該決定モジュールは、当該取得
モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルおよび受信した第１のＭＣＳインデッ
クスに従って第１のＴＢＳインデックスおよび変調順序を決定するように構成された第１
の決定サブモジュールと、第１のＴＢＳインデックス、第１のＰＲＢ量、および第１のＴ
ＢＳテーブルに従って当該符号ブロック・サイズを決定するように構成された第２の決定
サブモジュールとを備え、第１のＰＲＢ量は基地局により端末装置に割り当てられたＰＲ
Ｂ量であるか、または、第１のＰＲＢ量は端末装置に割り当てられた当該ＰＲＢ量と特定
の係数の積以下の最大の整数であり、第１のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対
応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含
み、第１のＴＢＳテーブルは第１のＭＣＳテーブルに対応するＴＢＳテーブルである。
【０１２３】
　第１の可能な実装形態を参照して、第２の可能な実装形態では、第１のＴＢＳテーブル
内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ａであり、Ａは２６以下の正の整数であるか、
または、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ｂであり、Ｂは
２６以上の正の整数であり、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至Ｃに対
応する送信ブロック・サイズは第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至Ｃに
対応する送信ブロック・サイズと同一であり、Ｃは２６以下の非負整数であり、第２のＴ
ＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２のＴＢＳテーブ
ルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応
する送信ブロック・サイズを含む。
【０１２４】
　第１または第２の可能な実装形態を参照して、第３の可能な実装形態では、第１のＴＢ
ＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ１を含み、ＰＲＢ量ごとに、ＴＢＳインデックスＹ１
に対応する送信ブロック・サイズは、第２のＴＢＳテーブルにおけるＴＢＳインデックス
２５に対応する送信ブロック・サイズより大きく、第２のＴＢＳテーブルにおけるＴＢＳ
インデックス２６に対応する送信ブロック・サイズより小さく、第２のＴＢＳテーブル内
のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳイ
ンデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応する送信ブロッ
ク・サイズを含む。
【０１２５】
　第１または第２の可能な実装形態を参照して、第４の可能な実装形態では、第１のＴＢ
ＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ２および以下の表ＡにおけるＴＢＳインデックスＹ２
に対応するエントリのうち少なくとも１つを含む。任意の１つのエントリは、１つのＰＲ
Ｂ量および当該ＰＲＢ量に対応する１つの送信ブロック・サイズを含む。
【０１２６】
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【表３７】

【０１２７】
　かつ／または、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ３および以下の表Ｂ１、
Ｂ２、Ｂ３、またはＢ４におけるＴＢＳインデックスＹ３に対応する少なくとも１つのエ
ントリを含む。任意の１つのエントリは、１つのＰＲＢ量および当該ＰＲＢ量に対応する
１つの送信ブロック・サイズを含む。
【０１２８】
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【表３８】

【０１２９】
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【０１３０】
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【表４０】

【０１３１】
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【０１３２】
　かつ／または、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ４＿１乃至Ｙ４＿５およ
び以下の表Ｃ１またはＣ２におけるＴＢＳインデックスＹ４＿１乃至Ｙ４＿５に対応する
少なくとも１つのエントリを含む。任意の１つのエントリは、１つのＰＲＢ量および当該
ＰＲＢ量に対応する５つの送信ブロック・サイズを含む。
【０１３３】
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【０１３５】
　第６の態様または以上の２つの可能な実装形態の何れか１つを参照して、第５の可能な
実装形態では、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つ
のエントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部
であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一であ
る、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである
エントリの一部であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの
差分は同一でない、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエ
ントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であ
り、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つ
のエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
ＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデッ
クスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる
少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０１３６】
　第６の態様または以上の２つの可能な実装形態の何れか１つを参照して、第６の可能な
実装形態では、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１
つのエントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエン
トリ、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一
部であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一で
ある、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭで
あるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデック
スの差分は同一ではない、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳ
インデックスは不連続であり、当該エントリの一部は、第２のＭＣＳインデックスが、第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であ
るエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エン
トリの一部に対応するＭＣＳインデックスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳ
インデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエン
トリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一
部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部
であって、当該エントリの一部は、各ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内に
あり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大または最小であるエントリと
異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０１３７】
　第６の態様または以上の６つの可能な実装形態の何れか１つを参照して、第７の可能な
実装形態では、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルはさらに、第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含
む。
【０１３８】
　第７の可能な実装形態を参照して、第８の可能な実装形態では、第２のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、
ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全て
のエントリのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エント
リの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリ
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内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる
少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０１３９】
　第７のまたは第８の可能な実装形態を参照して、第９の可能な実装形態では、対応する
ＭＣＳインデックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高い
全てのエントリのうち最小であるエントリのＴＢＳインデックスは、ＭＣＳインデックス
が、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最
大であるエントリのＴＢＳインデックスと同じであり、または、対応するＭＣＳインデッ
クスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち
最小のものであるＲ個のエントリのＴＢＳインデックスが、ＭＣＳインデックスが、第２
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭでありＭＣＳインデックスは２７より大
きくない全てのエントリのうち最大のものであるＲ個のエントリのＴＢＳインデックスに
等しくてもよく、Ｒは自然数である。
【０１４０】
　第６の態様または以上の９個の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１０の可能
な実装形態では、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳ
インデックスの値範囲は第２のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲と同じで
ある。
【０１４１】
　第６の態様または以上の１０個の可能な実装形態の何れか１つを参照して、第１１の可
能な実装形態では、第１のＭＣＳテーブルはさらに、以下の表Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４、
またはＤ５における少なくとも１つのエントリを含み、任意の１つのエントリは１つのＭ
ＣＳインデックス、および当該１つのＭＣＳインデックスに対応する変調順序およびＴＢ
Ｓインデックスを含む。
【０１４２】
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【表４４】

【０１４３】
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【表４５】

【０１４４】
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【表４６】

【０１４５】



(85) JP 6987828 B2 2022.1.5

10

20

30

40

【表４７】

【０１４６】
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【表４８】

【０１４７】
　第７の態様によれば、チャネル品質指標ＣＱＩ通知装置が提供される。当該装置はメモ
リおよび当該メモリに接続されたプロセッサを備え、さらに送信器を備える。当該メモリ
は１群のプログラム・コードを格納し、当該プロセッサは、第１の態様に従う方法を実行
するために、当該メモリに格納された当該プログラム・コードを呼び出すように構成され
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、当該送信器は、第１の態様に従う方法または第１の態様の任意の可能な実装形態を実行
して第１のＣＱＩインデックスを得るための、当該メモリに格納され当該プロセッサによ
り呼び出されるプログラム・コードを送信するように構成される。
【０１４８】
　第８の態様によれば、変調符号化方式ＭＣＳ通知装置が提供される。当該装置は、メモ
リおよび当該メモリに接続されたプロセッサを備え、さらに送信器と受信器を備える。当
該メモリは１群のプログラム・コードを格納し、当該プロセッサは、当該課題を解決する
ための手段の第２の態様に従う方法または第２の態様の任意の可能な実装形態を実行する
ための、当該メモリに格納されたプログラムを呼び出すように構成され、当該受信器は、
端末装置により送信された第１のＣＱＩインデックスを受信するように構成され、当該送
信器は、諸請求項の第２の態様に従う方法または第２の態様の任意の可能な実装形態を実
行して第１のＭＣＳインデックスを得るための、当該メモリに格納され当該プロセッサに
より呼び出されるプログラム・コードを送信するように構成される。
【０１４９】
　第９の態様によれば、変調符号化方式ＭＣＳ通知装置が提供される。当該装置は、メモ
リおよび当該メモリに接続されたプロセッサを備え、さらに受信器を備える。当該メモリ
は１群のプログラム・コードを格納し、当該プロセッサは、第３の態様に従う方法または
第３の態様の任意の可能な実装形態を実行するための、当該メモリに格納されたプログラ
ム・コードを呼び出すように構成され、当該受信器は、基地局により送信された第１のＭ
ＣＳインデックスを受信するように構成される。
【０１５０】
　本発明は、チャネル品質指標ならびに変調方式および符号化方式を通知するための方法
および装置を提供する。当該方法および装置により、端末装置は、６４ＱＡＭより高い変
調方式を選択し、ＣＱＩインデックスを送信するための方法を用いることによって基地局
に通知でき、また、基地局は、６４ＱＡＭより高い変調方式を選択し、ＭＣＳインデック
スを送信するための方法を用いることによって端末装置に通知でき、それによりシステム
性能を高める。
【０１５１】
　本発明の諸実施形態では、チャネル品質指標ならびに変調方式および符号化方式を通知
するための方法および装置を提供する。当該方法および装置により、端末装置は比較的低
いスペクトル効率を選択し、ＣＱＩインデックスを送信するための方法を用いることによ
って基地局に通知でき、また、基地局は比較的小さい送信ブロック・サイズを選択し、Ｍ
ＣＳインデックスを送信するための方法を用いることによって端末装置に通知でき、それ
により高次変調方式を使用するとき端末装置が急激な低信号雑音比シナリオに対応できる
ことを保証、即ち、端末装置が信号雑音比の劇的変化に適応できることを保証する。
【０１５２】
　本発明の諸実施形態における技術的解決策をより明確に説明するために、以下では当該
諸実施形態を説明するのに必要な添付図面を簡単に説明する。明らかに、下記の説明にお
ける添付図面は本発明の幾つかの実施形態を示すにすぎず、当業者は創造的作業なしにこ
れらの添付図面から他の図面を導出することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１５３】
【図１】本発明の１実施形態に従うＣＱＩ通知方法の略図である。
【図２】本発明の１実施形態に従うＭＣＳ通知方法の略図である。
【図３】本発明の１実施形態に従う別のＭＣＳ通知方法の略図である。
【図４】本発明の１実施形態に従う別のＭＣＳ通知方法の略図である。
【図５】本発明の１実施形態に従うＣＱＩ通知装置の略図である。
【図６】本発明の１実施形態に従うＭＣＳ通知装置の略図である。
【図７】本発明の１実施形態に従う別のＭＣＳ通知装置の略図である。
【図８】本発明の１実施形態に従う別のＭＣＳ通知装置の略図である。
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【図９】本発明の１実施形態に従う別のＣＱＩ通知装置の略図である。
【図１０】本発明の１実施形態に従う別のＭＣＳ通知装置の略図である。
【図１１】本発明の１実施形態に従う別のＭＣＳ通知装置の略図である。
【図１２】本発明の１実施形態に従う別のＭＣＳ通知装置の略図である。
【発明を実施するための形態】
【０１５４】
　以下で、本発明の諸実施形態における添付図面を参照して本発明の諸実施形態における
技術的解決策を明確に説明する。明らかに、説明する実施形態は本発明の諸実施形態の一
部にすぎず全部ではない。当業者が創造的作業なしに本発明の諸実施形態に基づいて得る
他の全ての実施形態は本発明の保護範囲に入るものとする。
【０１５５】
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ、Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　
Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の適応型変調および符号化は以下の通りである。
【０１５６】
　先ず、ユーザ機器（端末装置、Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）が、チャネル状態情報
（ＣＳＩ、Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を測定するために使
用されるチャネル情報を推定し、次いで、端末装置が、当該チャネル情報を用いて最適ラ
ンク指標（ＲＩ、Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）および／または最適プリコーディン
グ行列指標（ＰＭＩ、Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）に基
づいて信号対雑音干渉比（ＳＩＮＲ、Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　
ｐｌｕｓ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）を計算し、最後に、端末装置が当該ＳＩＮＲに従っ
て対応するチャネル品質指標（ＣＱＩ、Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａ
ｔｏｒ）を取得し、当該ＣＱＩの値を基地局に報告する。
【０１５７】
　さらに、本発明における変調順序は変調方式に対応する。例えば、変調方式が４相位相
偏移変調（ＱＰＳＫ、Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）
である場合、変調順序は２であり、変調方式が１６ＱＡＭである場合、変調順序が４であ
り、変調方式が６４ＱＡＭである場合、変調順序は６であり、変調方式が２５６ＱＡＭで
ある場合、変調順序は８である。
【０１５８】
　添付図面を参照して、以下で本発明の１実施形態に従うＣＱＩ通知方法を詳細に説明す
る。
【０１５９】
　図１に示すように、当該ＣＱＩ通知方法の諸ステップは以下の通りである。
Ｓ１０１：端末装置が、取得した第１のＣＱＩテーブルに従って、第１のＣＱＩインデッ
クスを学習する。
【０１６０】
　第１のＣＱＩテーブルをプロトコルで予め定義してもよく、プロトコルに準拠して端末
装置により事前設定してもよく、または端末装置により事前に格納してもよく、またはダ
ウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから端末装置により
選択され、または基地局により端末装置に通知してもよい。特に、基地局により端末装置
に通知するための方法が、基地局により、アップリンク・チャネル状態またはダウンリン
ク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから１つのテーブルを選択す
るステップと、端末装置に当該選択されたテーブルを通知するステップとであってもよい
。ＣＱＩテーブルは、ＣＱＩインデックスとエントリの間のマッピング関係を記述するた
めに使用される。本発明の当該実施形態における当該ＣＱＩテーブル内のマッピング関係
は本発明を理解する簡単さのため１例として用いたにすぎず、本発明におけるＣＱＩテー
ブルの表現形式は、本明細書で説明した形式に限定されることを意味するものではない。
即ち、当該ＣＱＩテーブルは、ＣＱＩインデックスとエントリの間のマッピング関係を提
供できる限り、様々な組合せを有してもよい。当該組合せの全ては本発明の保護範囲に入
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るものとする。
【０１６１】
　特に、端末装置は、測定された第１のＳＩＮＲに従って第１のスペクトル効率を決定し
、次いで、第１のスペクトル効率および第１のＣＱＩテーブルに従って、第１のスペクト
ル効率に対応する第１のＣＱＩインデックスを取得する。第１のＣＱＩテーブルを端末装
置により事前に格納してもよい。
【０１６２】
　第１のＣＱＩテーブルが、変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリと、第２のＣＱＩ
テーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリであって、変調方
式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式
がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリにより形成された第１の組合せとは異なる組
合せを含んでもよく、第１の組合せは、第２のＣＱＩテーブル内にありＱＰＳＫに対応す
るＣＱＩインデックスが連続的かつ最大のものであるＮ個のエントリであり、Ｎは３に等
しいか、またはＮは４未満の正の整数であるか、またはＮは正の整数である少なくとも１
つのエントリ、および／または第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであ
る少なくとも１つのエントリとを含んでもよい。第２のＣＱＩテーブル内のエントリの変
調方式がＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含んでもよい。
【０１６３】
　即ち、第１のＣＱＩテーブルは変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリを含み、第１
のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少
なくとも１つのエントリを含んでもよい。第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰ
ＳＫであるエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであり対応す
るＣＱＩインデックスが連続かつ最大のものであるＮ個のエントリにすぎないということ
はありえず、Ｎが３に等しくてもよくまたはＮが４未満の正の整数であってもよくまたは
Ｎが正の整数であってもよく、かつ／または第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱ
Ｉテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【０１６４】
　さらに、本発明におけるＮの値は幾つかの例にすぎず、本発明を限定することを意味し
ない。
【０１６５】
　第２のＣＱＩテーブル内のエントリの変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４Ｑ
ＡＭのみを含み、第１のＣＱＩテーブル内のエントリが第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩ
インデックスに対応する１つの変調方式、１つの符号化率、および１つのスペクトル効率
を指してもよく、第２のＣＱＩテーブル内のエントリは第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩ
インデックスに対応する１つの変調方式、１つの符号化率、および１つのスペクトル効率
を指す。明らかに、本発明におけるエントリを、アップリンク状態情報またはダウンリン
ク状態情報に従って設定してもよく、本発明の以上の第１のＣＱＩテーブルおよび第２の
ＣＱＩテーブル内のエントリは例にすぎず、本発明を限定することを意味しない。
【０１６６】
　さらに、当該組合せが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少な
くとも１つのエントリによって形成された組合せであってもよい。表１に示す第２のＣＱ
Ｉテーブルの例では、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくと
も１つのエントリにより形成された２６－１＝６３個の組合せが存在する。例えば、当該
組合せが、第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックス６に対応するエントリによって
形成された組合せであってもよく、または第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれＣＱＩイ
ンデックス４、５、および６に対応するエントリによって形成された組合せであってもよ
く、または、第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれＣＱＩインデックス３、５、および６
に対応するエントリによって形成された組合せであってもよい、等である。
【０１６７】
　特に、以下の３つのタイプの第１のＣＱＩテーブルが存在してもよい。
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　１番目のタイプの第１のＣＱＩテーブル：変調方式がＱＰＳＫであるエントリおよび変
調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのみを含む。
　２番目のタイプの第１のＣＱＩテーブル：変調方式が１６ＱＡＭであるエントリおよび
変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのみを含む。
　３番目のタイプの第１のＣＱＩテーブル：変調方式がＱＰＳＫであるエントリ、変調方
式が１６ＱＡＭであるエントリ、および変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのみを
含む。
【０１６８】
　本発明において様々なタイプの第１のＣＱＩテーブルが存在してもよく、以上の３つの
タイプの第１のＣＱＩテーブルは本発明を理解する簡単さのための例にすぎず、本発明を
限定することを意味しない。
【０１６９】
　理解の簡単さのため、以下のＣＱＩテーブル（即ち、第２のＣＱＩテーブル）を説明の
ための１例として用いる。
【０１７０】
【表４９】

【０１７１】
　第１のＣＱＩテーブルは変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリを含む。例えば、変
調方式が６４ＱＡＭよりも高い１つのエントリまたは複数のエントリを含めてもよい。
【０１７２】
　例えば、６４ＱＡＭより高く第１のＣＱＩテーブルに含まれる変調方式が１２８ＱＡＭ
、２５６ＱＡＭ等であってもよい。第１のＣＱＩテーブルが１つの変調方式のみを含む場
合、当該変調方式が１２８ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ、および他の高い変調方式の何れかであ
ってもよく、第１のＣＱＩテーブルが複数の変調方式を含む場合、第１のＣＱＩテーブル
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に含まれる当該複数の変調方式が１２８ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ、および他の高い変調方式
のうち任意の１つまたは複数であってもよい。
【０１７３】
　例えば、以下の表に示すように、第１のＣＱＩテーブルが、変調方式が６４ＱＡＭより
高いエントリを含んでもよい。
【０１７４】
【表５０】

【０１７５】
　具体的な実装プロセスにおいて先行技術への変更を最小化するために、第１のＣＱＩテ
ーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲および第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデッ
クスの値範囲が同一であってもよく、特に、０乃至１５であってもよいのが好ましいこと
に留意されたい。明らかに、第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲が第
２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲より大きくてもよく、例えば、第１
のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲が０乃至２０であってもよい。本発明
の当該実施形態におけるＣＱＩインデックスの値範囲は本発明を理解する容易さのための
例にすぎず、本発明を限定することを意味するものではない。
【０１７６】
　１番目のタイプの第１のＣＱＩテーブル：当該１番目のタイプの第１のＣＱＩテーブル
は変調方式がＱＰＳＫであるエントリおよび変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリの
みを含む。
【０１７７】
　第１のＣＱＩテーブルが変調方式が６４ＱＡＭよりも高い１つのエントリまたは複数の
エントリを含んでもよく、変調方式が６４ＱＡＭよりも高い各エントリは変調方式、符号
化率、およびスペクトル効率を含み、対応するＣＱＩインデックスを有する。
【０１７８】
　第１のＣＱＩテーブルはさらに第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであ
るエントリの一部を含んでもよい。具体的には、第２のＣＱＩテーブル（即ち、表１）内
の、それぞれがＣＱＩインデックス１乃至６に対応し変調方式がＱＰＳＫである６つのエ
ントリの一部、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは、第
２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであり対応するＣＱＩインデックスが連
続であり最大のものであるＮ個のエントリではなく、Ｎは３に等しい。換言すれば、第１
のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＣＱＩテーブル
内の、それぞれＣＱＩインデックス４、５、および６に対応するエントリにすぎないとい
うことはありえない。
【０１７９】
　あるいは、第１のＣＱＩテーブルはさらに第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱ
ＰＳＫであるエントリの一部、具体的には、第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱ
Ｉインデックス１乃至６に対応し変調方式がＱＰＳＫである６つのエントリの一部を含ん
でもよく、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは第２のＣ
ＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであり対応するＣＱＩインデックスが連続であ
り最大のものであるＮ個のエントリではなく、Ｎは正の整数でありＮは４未満であり、こ
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れはＮが１、２、または３に等しくてもよいことを意味する。Ｎが１に等しい場合、第１
のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＣＱＩテーブル
内にありＣＱＩインデックス６に対応するエントリにすぎないということはありえないか
、または、Ｎが２に等しい場合、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであ
るエントリが、第２のＣＱＩテーブル内にありそれぞれがＣＱＩインデックス５および６
に対応するエントリにすぎないということはありえないか、または、Ｎが３に等しい場合
、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＣＱＩテ
ーブル内にありそれぞれがＣＱＩインデックス４、５、および６に対応するエントリにす
ぎないということはありえない。
【０１８０】
　あるいは、第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が
ＱＰＳＫであるエントリの一部、具体的には、第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣ
ＱＩインデックス１乃至６に対応し変調方式がＱＰＳＫである６つのエントリの一部を含
み、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは、第２のＣＱＩ
テーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであり対応するＣＱＩインデックスが連続であり最
大のものであるＮ個のエントリではなく、Ｎは正の整数である。これはＮの値範囲が１乃
至５であってもよいことを意味する。Ｎが１に等しい場合、第１のＣＱＩテーブル内にあ
り変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデッ
クス６に対応するエントリにすぎないということはありえないか、または、Ｎが２に等し
い場合、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＣ
ＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス５および６に対応するエントリにすぎ
ないということはありえないか、または、Ｎが３に等しい場合、第１のＣＱＩテーブル内
にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれＣＱ
Ｉインデックス４、５、および６に対応するエントリにすぎないということはありえない
か、または、Ｎが４に等しい場合、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫで
あるエントリが、第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス３、４、５
、および６に対応するエントリにすぎないということはありえないか、または、Ｎが５に
等しい場合、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２
のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス２、３、４、５、および６に対応
するエントリにすぎないということはありえない。
【０１８１】
　さらに、本発明におけるＮの値は幾つかの例にすぎず、本発明を限定することを意味し
ない。
【０１８２】
　あるいは、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは、第２
のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部を含み、当該エント
リの一部に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一である。
【０１８３】
　例えば、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが第２のＣ
ＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリのうち３つを含む場合、第１の
ＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＣＱＩテーブル内
の、それぞれがＣＱＩインデックス１、３、および５に対応するエントリを含んでもよい
か、または、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２
のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス２、４、および６に対応するエン
トリを含んでもよい。
【０１８４】
　あるいは、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは第２の
ＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部を含み、当該エントリ
の一部に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一ではない。
【０１８５】
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　例えば、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが第２のＣ
ＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリのうち３つを含む場合、第１の
ＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＣＱＩテーブル内
の、それぞれがＣＱＩインデックス１、４、および６に対応するエントリを含んでもよい
か、または、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２
のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス２、５、および６に対応するエン
トリを含んでもよい。あるいは、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであ
るエントリが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリのうち４
つを含む場合、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第
２のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス１、３、４、および６に対応す
るエントリを含んでもよいか、または、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳ
Ｋであるエントリが、第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス１、２
、４、および６に対応するエントリを含んでもよい。あるいは、第１のＣＱＩテーブル内
にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱ
ＰＳＫであるエントリのうち５つを含む場合、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が
ＱＰＳＫであるエントリが、第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス
１、２、３、４、および６に対応するエントリを含んでもよい。
【０１８６】
　あるいは、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは、第２
のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部を含む。当該エント
リの一部に対応するＣＱＩインデックスは不連続であり、当該エントリの一部は、対応す
るＣＱＩインデックスが全ての当該第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫで
あるエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである。
【０１８７】
　例えば、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２の
ＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス１および３に対応するエントリを含
んでもよいか、または、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエント
リが、第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス２、４、および５に対
応するエントリを含んでもよい。
【０１８８】
　あるいは、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは、第２
のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部を含む。当該エント
リの一部に対応するＣＱＩインデックスは連続であり、当該エントリの一部は、対応する
ＣＱＩインデックスが、当該ＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエ
ントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである。
【０１８９】
　例えば、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２の
ＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス２、３、および４に対応するエント
リを含んでもよいか、または、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである
エントリが、第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス２、３、４、お
よび５に対応するエントリを含んでもよい。
【０１９０】
　２番目のタイプの第１のＣＱＩテーブル：当該１番目のタイプの第１のＣＱＩテーブル
は、変調方式が１６ＱＡＭであるエントリおよび変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエント
リのみを含む。
【０１９１】
　第１のＣＱＩテーブルが変調方式は６４ＱＡＭよりも高い１つのエントリまたは複数の
エントリを含んでもよく、変調方式が６４ＱＡＭよりも高い各エントリは変調方式、符号
化率、およびスペクトル効率を含み、対応するＣＱＩインデックスを有する。
【０１９２】
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　第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭ
である全てのエントリを含む。
【０１９３】
　例示的に、第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣ
ＱＩインデックス７乃至９に対応し対応する変調方式が１６ＱＡＭである３つのエントリ
を含む。
【０１９４】
　あるいは、特に、第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調
方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部を含む。当該エントリの一部は、対応するＣＱＩ
インデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエント
リのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである。
【０１９５】
　例示的に、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリはさら
に、第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス８および９に対応するエ
ントリを含んでもよく、または、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭで
あるエントリはさらに、第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックス８または９に対応
するエントリを含んでもよい。
【０１９６】
　３番目のタイプの第１のＣＱＩテーブル：変調方式が１６ＱＡＭであるエントリを当該
１番目のタイプの第１のＣＱＩテーブルに追加して当該３番目のタイプの第１のＣＱＩテ
ーブルを得る。当該３番目のタイプの第１のＣＱＩテーブルは、変調方式がＱＰＳＫであ
るエントリ、変調方式が１６ＱＡＭであるエントリ、および変調方式が６４ＱＡＭよりも
高いエントリのみを含む。当該３番目のタイプの第１のＣＱＩテーブルに含まれ変調方式
が１６ＱＡＭであるエントリが、当該２番目のタイプの第１のＣＱＩテーブルに含まれ変
調方式が１６ＱＡＭであるエントリと同一であってもよい。
【０１９７】
　特に、第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６
ＱＡＭである全てのエントリを含む。
【０１９８】
　あるいは、特に、第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調
方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部を含む。当該エントリの一部は、対応するＣＱＩ
インデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエント
リのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである。
【０１９９】
　さらに、第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６
４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【０２００】
　即ち、変調方式が６４ＱＡＭであるエントリを当該１番目のタイプの第１のＣＱＩテー
ブルに追加して４番目のタイプの第１のＣＱＩテーブルを得る。この場合、当該４番目の
タイプの第１のＣＱＩテーブルは変調方式がＱＰＳＫであるエントリ、変調方式が６４Ｑ
ＡＭよりも高いエントリと、変調方式が６４ＱＡＭであるエントリを含む。あるいは、変
調方式が６４ＱＡＭであるエントリを当該２番目のタイプの第１のＣＱＩテーブルに追加
して５番目のタイプの第１のＣＱＩテーブルを得る。この場合、当該５番目のタイプの第
１のＣＱＩテーブルは変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリ、変調方式が１６ＱＡＭ
であるエントリ、および変調方式が６４ＱＡＭであるエントリを含む。あるいは、変調方
式が６４ＱＡＭであるエントリを当該３番目のタイプの第１のＣＱＩテーブルに追加して
６番目のタイプの第１のＣＱＩテーブルを得る。この場合、当該６番目のタイプの第１の
ＣＱＩテーブルは変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリ、変調方式がＱＰＳＫである
エントリ、変調方式が１６ＱＡＭであるエントリ、および変調方式が６４ＱＡＭであるエ
ントリを含む。
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【０２０１】
　４番目、５番目または６番目のタイプの第１のＣＱＩテーブルにおいて、変調方式が６
４ＱＡＭであるエントリは以下の通りである。
【０２０２】
　特に、第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４
ＱＡＭである全てのエントリを含む。
【０２０３】
　例示的に、第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれＣＱＩインデックス１０乃至１５に対
応し対応する変調方式が６４ＱＡＭである６つのエントリが含まれる。
【０２０４】
　あるいは、特に、第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調
方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部を含む。当該エントリの一部は、対応するＣＱＩ
インデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエント
リのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである。
【０２０５】
　例示的に、第１のＣＱＩテーブル内の変調方式が６４ＱＡＭであるエントリはさらに、
第２のＣＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス１０乃至Ｍに対応するエント
リを含んでもよい。Ｍが１１、１２、１３、または１４であってもよい。第１のＣＱＩテ
ーブル内の変調方式が６４ＱＡＭであるエントリはさらに、第２のＣＱＩテーブル内の、
それぞれがＣＱＩインデックス１０、１２、および１４に対応するエントリを含んでもよ
く、第１のＣＱＩテーブル内の変調方式が６４ＱＡＭであるエントリはさらに、第２のＣ
ＱＩテーブル内の、それぞれがＣＱＩインデックス１０および１３に対応するエントリを
含んでもよいか、または、第１のＣＱＩテーブル内の変調方式が６４ＱＡＭであるエント
リはさらに、第２のＣＱＩテーブル内の、ＣＱＩインデックス１０、１３、および１４に
対応するエントリを含んでもよい。
【０２０６】
　さらに、上記の６種の第１のＣＱＩテーブルにおいて、対応するＣＱＩインデックスが
、変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小であるエントリのスペクトル効率
が、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭ
である全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に等しくてもよい。
【０２０７】
　さらに、上記の６種の第１のＣＱＩテーブルにおいて、対応するＣＱＩインデックスが
変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小のものであるＴ個のエントリの（昇
順で配置された）スペクトル効率｛Ｓ１，・・・，Ｓｉ，・・・，ＳＴ｝が、対応するＣ
ＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全ての
エントリのうち最大のものであるＴ個のエントリの（昇順で配置された）スペクトル効率
｛Ｐ１，・・・，Ｐｉ，・・・，ＰＴ｝に等しいかまたはまたはほぼ等しくてもよい。Ｔ
は１乃至５の何れかの自然数に等しく、１≦ｉ≦Ｔである。ほぼ等しいとは、｛Ｓ１，・
・・，Ｓｉ，・・・，ＳＴ｝が｛Ｐ１，・・・，Ｐｉ，・・・，ＰＴ｝と完全に同じでは
なく、ＳｉとＰｉの差がが事前設定値より小さいことを意味する。
【０２０８】
　例示的に、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６
４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小のものであるＴ個のエントリのスペクトル効率は
、以下の数値：｛３．３２２３、３．９０２３、４．５２３４、５．１１５２、５．５５
４７｝のうち任意の１つまたは複数（２つ以上）を含むか、または、以下の数値：｛３．
３２０３、３．８９８４、４．５２３４、５．１１７２、５．５５４７｝のうち任意の１
つまたは複数を含む。以上のスペクトル効率はそれぞれ、対応するＣＱＩインデックスが
、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大
のものである５つのエントリのスペクトル効率に等しいかまたはほぼ等しい。
【０２０９】
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　Ｔ＝２の例において、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にあり変
調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小のものであるＴ個のエントリを表３に
示す。
【０２１０】
【表５１】

【０２１１】
　例示的に、第１のＣＱＩテーブルにおいて、変調方式がＱＰＳＫである３つのエントリ
が存在し、対応するＣＱＩインデックスは１乃至３であり、変調方式が１６ＱＡＭである
３つのエントリが存在し、対応するＣＱＩインデックスは４乃至６であり、変調方式が６
４ＱＡＭである５つのエントリが存在し、対応するＣＱＩインデックスは７乃至１１であ
り、第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲は０乃至１５であるので、第
１のＣＱＩテーブルおいて、変調方式が６４ＱＡＭよりも高い４つのエントリが存在し、
対応するＣＱＩインデックスは１２乃至１５であり、当該エントリのうち最小のＣＱＩイ
ンデックスは１２であると仮定する。特に、表１に示すように、第１のＣＱＩテーブル内
のＣＱＩインデックス１２に対応するエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩ
インデックス１５に対応するエントリである。
【０２１２】
　表４によれば、例えば、ＣＱＩインデックスが１であるとき、同一のＣＱＩインデック
スに対応する第１のＣＱＩテーブル内のエントリおよび第２のＣＱＩテーブル内のエント
リが同一であってもよく、例えば、ＣＱＩインデックスが５、９および１０であるとき、
同一のＣＱＩインデックスに対応する第１のＣＱＩテーブル内のエントリおよび第２のＣ
ＱＩテーブル内のエントリが異なってもよいことは分かる。
【０２１３】
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【表５２】

【０２１４】
　以上の６種類の第１のＣＱＩテーブルの各々が、変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエン
トリを含み、その結果、端末装置は、６４ＱＡＭより高い変調方式を選択し、ＣＱＩイン
デックスを送信するための方法を用いることによって基地局に通知することをサポートさ
れ、それによりシステム性能が高まることは理解できる。さらに、６番目のタイプの第１
のＣＱＩテーブルは、変調方式がＱＰＳＫであるエントリ、変調方式が１６ＱＡＭである
エントリ、変調方式が６４ＱＡＭであるエントリ、および変調方式が６４ＱＡＭよりも高
いエントリを含み、第１のＣＱＩテーブルであることが好ましい。
【０２１５】
　さらに場合によっては、以上の第１のＣＱＩテーブルの何れかにおいて、対応するＣＱ
Ｉインデックスが、変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最大であるエントリ
のスペクトル効率が、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調
方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に４
／３を掛けたもの、または、１より小さい正の実数である端末装置の最大符号化率に８を
掛けたもの、または、７．４０６３，または７．４３２であってもよい。
【０２１６】
　端末の最大符号化率とは、送信ブロックを当該端末により受信できる最大符号化率を指
すことに留意されたい。送信ブロックの符号化率が当該端末の当該最大符号化率より大き
い場合、当該端末が当該送信ブロックを受信しなくともよい。端末の最大符号化率はＣＱ
Ｉテーブル内の符号化率ではない。一般に、端末の最大符号化率が０．９３または０．９
２９であってもよい。
【０２１７】
　場合によっては、以上の第１のＣＱＩテーブルの何れかにおいて、ＣＱＩインデックス
が最大のものであるＸ個のエントリのスペクトル効率は、当該スペクトル効率が昇順で配
置したときの算術数列または略算術数列であり、第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩイ
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ンデックスが最大のものであるＸ個のエントリのスペクトル効率が昇順で配置されたスペ
クトル効率の算術数列であると述べたとき、これは、当該スペクトル効率の昇順で配置さ
れた当該Ｘ個のエントリ内の２番目のエントリから開始して、各エントリのスペクトル効
率と夫々の先行エントリのスペクトル効率の差分は同一の定数に等しいことを意味するか
、または、第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデックスが最大のものであるＸ個の
エントリのスペクトル効率が昇順で配置されたスペクトル効率の略算術数列であると述べ
たとき、これは当該スペクトル効率の昇順で配置された当該Ｘ個のエントリ内の２番目の
エントリから開始して、各エントリのスペクトル効率と夫々の先行エントリのスペクトル
効率の差分は、定数から事前設定値を引いたものから当該定数に当該事前設定値を足した
ものまでの範囲内にあり、Ｘは２より大きい整数であることを意味する。
【０２１８】
　特に、第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデックスが最大のものであるＸ個のエ
ントリのスペクトル効率がそれぞれ（ｍ１、ｍ２，・・・，ｍＸ）であり、当該Ｘ個のエ
ントリ内の２番目のエントリから開始して、各エントリのスペクトル効率と夫々の先行エ
ントリのスペクトル効率の差分が計算されｔｉとして記録され、１≦ｉ≦Ｘ－１、即ち、
（ｔ１、ｔ２、．．．、ｔＸ－１）、およびｔｉ＝ｍｉ＋１－ｍｉであると仮定する。
【０２１９】
　（ｔ１、ｔ２，・・・，ｔＸ－１）の全ての数値が等しい（定数である）場合、第１の
ＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデックスが最大のものであるＸ個のエントリのスペク
トル効率が昇順で配置されたスペクトル効率の算術数列である。当該定数は算術数列の公
差と呼ばれる。
【０２２０】
　（ｔ１、ｔ２，・・・，ｔＸ－１）の各数値と定数の差の絶対値が事前設定値範囲内に
ある場合、第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデックスが最大のものであるＸ個の
エントリのスペクトル効率が昇順で配置されたスペクトル効率の略算術数列である。（ｔ

１、ｔ２，・・・，ｔＸ－１）の任意の２つの隣接数値の差分の絶対値が事前設定値より
小さく、（ｔ１、ｔ２，・・・，ｔＸ－１）の数値の全てがほぼ等しい場合、第１のＣＱ
Ｉテーブル内にありＣＱＩインデックスが最大のものであるＸ個のエントリのスペクトル
効率が昇順で配置されたスペクトル効率の略算術数列であることはわかる。当該定数は略
算術数列における公差と呼ばれる。
【０２２１】
　例示的に、Ｘ＝３の例において、第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデックスが
最大のものである３つのエントリを表５－１に示す。
【０２２２】
【表５３】

【０２２３】
　表５－１に示すように、それぞれのＣＱＩインデックスが１３乃至１５であるエントリ
に対応するスペクトル効率はそれぞれ６．１７１９、６．７８９１、および７．４０６３
であり、第２のエントリ（即ち、ＣＱＩインデックスが１４であるエントリ）から開始し
て、各エントリのスペクトル効率と夫々の先行エントリのスペクトル効率の差分は０．６
１７２に等しく、第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデックスが最大のものである
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３つのエントリ内のスペクトル効率は当該スペクトル効率の昇順で算術数列を形成する。
【０２２４】
　例示的に、Ｘ＝３の例において、第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデックスが
最大のものである３つのエントリを表５－２に示す。
【０２２５】
【表５４】

【０２２６】
　表５－２に示すように、それぞれのＣＱＩインデックスが１３乃至１５であるエントリ
に対応するスペクトル効率はそれぞれ６．１７９７、６．８０４７、および７．４２９７
であり、第２のエントリ（即ち、ＣＱＩインデックスが１４であるエントリ）から開始し
て、各エントリのスペクトル効率と夫々の先行エントリのスペクトル効率の差分は０．６
２５に等しく、第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデックスが最大のものである３
つのエントリ内のスペクトル効率は、スペクトル効率の昇順で算術数列を形成するか、ま
たは、表５－２に示すように、それぞれのＣＱＩインデックスが１３乃至１５であるエン
トリに対応するスペクトル効率はそれぞれ６．１８０５、６．８０６２、および７．４３
２であり、事前設定値が０．００１である場合、第２のエントリ（即ち、ＣＱＩインデッ
クスが１４であるエントリ）から開始して、各エントリのスペクトル効率と夫々の先行エ
ントリのスペクトル効率の差分は０．６２５から０．００１を引いたものから０．６２５
に０．００１を足したものの範囲内にあり、第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデ
ックスが最大のものである３つのエントリ内のスペクトル効率はスペクトル効率の昇順で
略算術数列を形成する。
【０２２７】
　さらに、場合によっては、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にあ
りＣＱＩインデックスが最大のものであるＸ個のエントリのうち最小であるエントリのス
ペクトル効率が、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方
式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に等し
くてもよい。
【０２２８】
　場合によっては、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩ
インデックスが最大のものであるＸ個のエントリのうち最大であるエントリのスペクトル
効率が、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４Ｑ
ＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に４／３を掛けた
もの、または、１より小さい正の実数である端末の最大符号化率に８を掛けたもの、また
は、７．４０６３、または、７．４３２であってもよい。
【０２２９】
　さらに場合によっては、以上の第１のＣＱＩテーブルの何れかにおいて、変調方式が６
４ＱＡＭよりも高いエントリのスペクトル効率は以下の数値群のうち少なくとも１つを含
む。
{5.5547　6.1805　6.8062　7.432},
{6.1805　6.8062　7.432},
{5.5547　6.1797　6.8047　7.4297},



(100) JP 6987828 B2 2022.1.5

10

20

30

{6.1797　6.8047　7.4297},
{5.5547　6.1719　6.7891　7.4063},
{6.1719　6.7891　7.4063},
{5.5547　6.4934　7.432},
{6.4934　7.432},
{5.5547　6.4922　7.4297},
{6.4922　7.4297},
{5.5547　6.4805　7.4063},
{6.4805　7.4063},
{5.5547　6.4844　7.4063},
{6.4844　7.4063},
{5.5547　6.0240　6.4934　6.9627　7.432},
{6.0234　6.4922　6.9609　7.4297},
{5.5547　6.0234　6.4922　6.9609　7.4297},
{6.0176　6.4805　6.9434　7.4063},
{5.5547　6.0176　6.4805　6.9434　7.4063},
{6.0176　6.4805　6.9434　7.4063},
{5.5547　6.0156　6.4844　6.9453　7.4063},
{6.0156　6.4844　6.9453　7.4063},
{5.5547　5.9302　6.3056　6.6811　7.0565　7.432},
{5.9302　6.3056　6.6811　7.0565　7.432},
{5.5547　5.9297　6.3047　6.6797　7.0547　7.4297},
{5.9297　6.3047　6.6797　7.0547　7.4297},
{5.5547　5.9250　6.2953　6.6656　7.0360　7.4063},
{5.9250　6.2953　6.6656　7.0360　7.4063},
{5.5547　5.9219　6.2969　6.6641　7.0391　7.4063}, および
{5.9219　6.2969　6.6641　7.0391　7.4063}。
【０２３０】
　１例として、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリ
のスペクトル効率の各々は以下の数値群のうち１つを含む。
{5.5547　6.1797　6.8047　7.4297}，または
{6.1797　6.8047　7.4297}，または
{5.5547　6.1719　6.7891　7.4063}，または
{6.1719　6.7891　7.4063}。
【０２３１】
　４種類の第１のＣＱＩテーブルを以下のように列挙する。
【０２３２】



(101) JP 6987828 B2 2022.1.5

10

20

【表５５】

【０２３３】
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【表５６】

【０２３４】
【表５７】
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【０２３５】
【表５８】

【０２３６】
　別の４種類の第１のＣＱＩテーブルを以下のように列挙する。
【０２３７】
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【表５９】

【０２３８】
【表６０】

【０２３９】
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【表６１】

【０２４０】
【表６２】

【０２４１】
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　以上の第１のＣＱＩテーブルが「第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックス」とい
う列を含まなくともよいことに留意されたい。当該列は、第１のＣＱＩテーブルと第２の
ＣＱＩテーブルの間の関係を示すために追加されている。
【０２４２】
　さらに、以上の第１のＣＱＩテーブルはＣＱＩインデックスとエントリの間のマッピン
グ関係を記述するために用いられており、本発明の当該実施形態の第１のＣＱＩテーブル
におけるマッピング関係は本発明を理解する簡単さのため１例として用いたにすぎず、本
発明における第１のＣＱＩテーブルの表現形式は本明細書で説明した形式に限定されるこ
とを意味するものではなく、具体的には、第１のＣＱＩテーブルは、第１のＣＱＩインデ
ックスとエントリの間のマッピング関係を提供できる限り、様々な組合せを有してもよい
ことに留意されたい。当該組合せの全ては本発明の保護範囲に入るものとする。
Ｓ１０２：端末装置が第１のＣＱＩインデックスを基地局に送信する。
【０２４３】
　本発明はチャネル品質指標ならびに変調方式および符号化方式を通知するための方法お
よび装置を提供する。当該方法および装置により、端末装置は６４ＱＡＭより高い変調方
式を選択し、ＣＱＩインデックスを送信するための方法を用いることによって基地局に通
知でき、また、基地局は６４ＱＡＭより高い変調方式を選択し、ＭＣＳインデックスを送
信するための方法を用いることによって端末装置に通知でき、それによりシステム性能を
高める。
【０２４４】
　添付図面を参照して、以下では本発明の１実施形態に従うＭＣＳ通知方法を詳細に説明
する。
【０２４５】
　図２に示すように、ＭＣＳ通知方法の諸ステップは以下の通りである。
Ｓ２０１：基地局が第１のＣＱＩインデックスを受信する。第１のＣＱＩインデックスは
取得した第１のＣＱＩテーブルに従って端末装置により決定される。
【０２４６】
　Ｓ２０２：基地局が、第１のＣＱＩテーブル、第１のＭＣＳテーブル、および受信した
第１のＣＱＩインデックスに従って第１のＭＣＳインデックスを決定する。
【０２４７】
　第１のＣＱＩテーブルをプロトコルで予め定義してもよく、プロトコルに準拠して端末
装置により事前設定してもよく、または端末装置により事前に格納してもよく、またはダ
ウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから端末装置により
選択され、または基地局によって端末装置に通知してもよい。特に、基地局により端末装
置に通知するための方法が、基地局により、アップリンク・チャネル状態またはダウンリ
ンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから１つのテーブルを選択
するステップと、端末装置に当該選択されたテーブルを通知するステップとであってもよ
い。ＣＱＩテーブルは、ＣＱＩインデックスとエントリの間のマッピング関係を記述する
ために使用される。本発明の当該実施形態におけるＣＱＩテーブル内のマッピング関係は
本発明を理解する簡単さのため１例として用いたにすぎず、本発明におけるＣＱＩテーブ
ルの表現形式は本明細書で説明した形式に限定されることを意味するものではない。即ち
、当該ＣＱＩテーブルは、ＣＱＩインデックスとエントリの間のマッピング関係を提供で
きる限り、様々な組合せを有してもよい。当該組合せの全ては本発明の保護範囲に入るも
のとする。
【０２４８】
　第１のＭＣＳテーブルをプロトコルで予め定義してもよく、プロトコルに準拠して端末
装置により事前設定してもよく、または端末装置により事前に格納してもよく、またはダ
ウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから端末装置により
選択され、または基地局によって端末装置に通知してもよく、特に、基地局により端末装
置に通知するための方法が、基地局により、アップリンク・チャネル状態またはダウンリ
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ンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから１つのテーブルを選択
するステップと、端末装置に当該選択されたテーブルを通知するステップとであってもよ
い。当該ＭＣＳテーブルはＭＣＳインデックスとエントリの間のマッピング関係を記述す
るために用いられたものである。本発明の当該実施形態におけるＭＣＳテーブル内のマッ
ピング関係は本発明を理解する簡単さのため１例として用いたにすぎず、本発明における
ＭＣＳテーブルの表現形式は本明細書で説明した形式に限定されることを意味するもので
はない。即ち、当該ＭＣＳテーブルは、ＭＣＳインデックスとエントリの間のマッピング
関係を提供できる限り、様々な組合せを有してもよい。当該組合せの全ては本発明の保護
範囲に入るものとする。
【０２４９】
　第１のＣＱＩテーブルが、変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリと、第２のＣＱＩ
テーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリであって、変調方
式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方
式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリにより形成された第１の組合せとは異なる
組合せを含み、第１の組合せは、第２のＣＱＩテーブル内にありＱＰＳＫに対応するＣＱ
Ｉインデックスが連続的かつ最大のものであるＮ個のエントリであり、Ｎは３に等しいか
、またはＮは４未満の正の整数であるか、またはＮは正の整数である少なくとも１つのエ
ントリ、および／または第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少な
くとも１つのエントリとを含んでもよい。第２のＣＱＩテーブル内の変調方式はＱＰＳＫ
、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【０２５０】
　即ち、第１のＣＱＩテーブルは変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリを含み、第１
のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少
なくとも１つのエントリを含む。第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであ
るエントリが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであり対応するＣＱＩ
インデックスが連続であり最大のものであるＮ個のエントリにすぎないということはあり
えず、Ｎは３に等しいか、またはＮは４未満の正の整数であるか、またはＮは正の整数で
あり、かつ／または第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調
方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。第２のＣＱＩテーブル内のエ
ントリの変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含み、第１のＣＱＩ
テーブル内のエントリは、第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスに対応する１つ
の変調方式、１つの符号化率、１つのスペクトル効率を指し、第２のＣＱＩテーブル内の
エントリは第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスに対応する１つの変調方式、１
つの符号化率、および１つのスペクトル効率を指す。
【０２５１】
　当該実施形態の第１のＣＱＩテーブルに関する詳細については、図１に対応する実施形
態における第１のＣＱＩテーブルの説明を参照されたい。当該実施形態ではさらなる詳細
は提供しない。
【０２５２】
　第１のＭＣＳテーブルが、変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリと、第２のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリであって、変調方
式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方
式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリにより形成された、第２の組合せと異なる
組合せを含み、第２の組合せは、第２のＭＣＳテーブル内にありＱＰＳＫに対応するＭＣ
Ｓインデックスが連続で最大のものであるＫ個のエントリであり、Ｋは４に等しいか、ま
たは、Ｋは５未満の正の整数であるか、または、Ｋは正の整数である少なくとも１つのエ
ントリ、および／または第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少な
くとも１つのエントリとを含んでもよく、第２のＭＣＳテーブル内の変調方式はＱＰＳＫ
、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【０２５３】
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　即ち、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰ
ＳＫである少なくとも１つのエントリを含む。第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
ＱＰＳＫであるエントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり対応するＭＣＳインデックス
は連続であり最大であるＫ個のエントリにすぎないということはありえない。Ｋは４に等
しいか、またはＫは５未満の正の整数であるか、または、Ｋは正の整数であり、かつ／ま
たは第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡ
Ｍである少なくとも１つのエントリを含む。第２のＣＱＩテーブル内のエントリの変調方
式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。第１のＭＣＳテーブル内のエ
ントリは第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスに対応する１つの変調方式および
１つのＴＢＳインデックスを指し、第２のＭＣＳテーブル内のエントリは第２のＭＣＳテ
ーブル内のＭＣＳインデックスに対応する１つの変調方式および１つのＴＢＳインデック
スを指す。
【０２５４】
　当該組合せは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１
つのエントリにより形成された組合せである。表６－２に示す第２のＭＣＳテーブルの例
では、２９－１＝１０２３個の、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであ
る少なくとも１つのエントリにより形成された組合せが存在する。例えば、当該組合せが
、第２のＭＳＣテーブルにおいて、ＭＣＳインデックス６に対応するエントリによって形
成された組合せであってもよく、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデック
ス６、７、８、および９に対応するエントリによって形成された組合せであってもよく、
第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれ第２のＭＣＳインデックス３、６、７、８、および
９に対応するエントリによって形成された組合せであってもよい、等である。
【０２５５】
　特に、３つのタイプの第１のＭＣＳテーブルが存在してもよい。
１番目のタイプの第１のＭＣＳテーブル：変調方式がＱＰＳＫであるエントリおよび変調
方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのみを含む。
２番目のタイプの第１のＭＣＳテーブル：変調方式が１６ＱＡＭであるエントリおよび変
調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのみを含む。
３番目のタイプの第１のＭＣＳテーブル：変調方式がＱＰＳＫであるエントリ、変調方式
が１６ＱＡＭであるエントリ、および変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのみを含
む。
【０２５６】
　本発明において様々なタイプの第１のＭＣＳテーブルが存在してもよく、以上の３つの
タイプの第１のＭＣＳテーブルは本発明を理解する簡単さのための例にすぎず、本発明を
限定することを意味しない。
【０２５７】
　特に、第１のＭＣＳインデックスが、受信した第１のＣＱＩインデックス、第１のＣＱ
Ｉテーブル、第１のＭＣＳテーブルに従って決定され、または取得した第１のＣＱＩテー
ブル、取得された第１のＭＣＳテーブル、および受信した第１のＣＱＩインデックスに従
って第１のＭＣＳインデックスを決定するステップは、第１のＣＱＩテーブル、第１のＭ
ＣＳテーブル、および受信した第１のＣＱＩインデックスに従って、第１のＴＢＳインデ
ックスおよび第１のＭＣＳインデックスを決定するステップであって、特に、取得された
第１のＰＲＢ量、第１のＣＱＩテーブル、および第１のＭＣＳテーブル、および受信した
第１のＣＱＩインデックスに従って第１のＴＢＳインデックスおよび第１のＭＣＳインデ
ックスを決定するステップを含む、ステップを含み、さらに、取得された第１のＰＲＢ量
、第１のＣＱＩテーブル、第１のＭＣＳテーブル、および第１のＴＢＳテーブル、および
受信した第１のＣＱＩインデックスに従って第１のＴＢＳインデックスおよび第１のＭＣ
Ｓインデックスを決定するステップを含む。
【０２５８】
　第１のＰＲＢ量は基地局により端末装置に割り当てられたＰＲＢ量であるか、または、
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第１のＰＲＢ量は端末装置に割り当てられた当該ＰＲＢ量と特定の係数の積以下の最大の
整数である。当該特定の係数は事前に格納された数値または基地局により端末装置に通知
された数値である。
【０２５９】
　特に、第１の変調方式が２５６ＱＡＭであり端末装置に割り当てられたＰＲＢ量が特定
の閾値Ｑ以下である場合、第１のＰＲＢ量は端末装置に割り当てられた当該ＰＲＢ量と特
定の係数Ｐの積を越えない最大の整数である。ＰとＱの積は最大ＰＲＢ量を越えず、ＬＴ
Ｅシステムでは、最大ＰＲＢ量は１１０である。Ｑ＝８２、Ｐ＝１．３３でありＰ＊Ｑ＝
１０９．０６＜１１０であるとき、基地局により端末装置に割り当てられたＰＲＢ量が５
０である場合、第１のＰＲＢ量が５０＊１．３３＝６６．５以下の最大の整数であること
、即ち、第１のＰＲＢ量は６６であることが好ましい。
【０２６０】
　第１のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量お
よび各ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含み、第１のＴＢＳテーブルは第１の
ＭＣＳテーブルに対応するＴＢＳテーブルである。
【０２６１】
　さらに場合によっては、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃
至Ａであり、Ａは２６以下の正の整数である。
【０２６２】
　あるいは、場合によっては、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は
０乃至Ｂであり、Ｂは２６以上の正の整数であり、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳイン
デックス０乃至２６に対応する送信ブロック・サイズは第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳ
インデックス０乃至２６に対応する送信ブロック・サイズと同一であり、第２のＴＢＳテ
ーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２のＴＢＳテーブルは各
ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応する送
信ブロック・サイズを含む。
【０２６３】
　あるいは、場合によっては、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は
０乃至Ｂであり、Ｂは２６以上の正の整数であり、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳイン
デックス０乃至Ｃに対応する送信ブロック・サイズは第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳイ
ンデックス０乃至Ｃに対応する送信ブロック・サイズと同一であり、Ｃは２６以下の非負
整数であり、第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり
、第２のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量お
よび各ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含む。
【０２６４】
　さらに、特に、第１のＣＱＩテーブル、第１のＰＲＢ量、第１のＴＢＳテーブル、およ
び受信した第１のＣＱＩインデックスに従って第１のＴＢＳインデックスを決定するステ
ップは、先ず、受信した第１のＣＱＩインデックスに対応する第１の変調方式および第１
のスペクトル効率が、受信した第１のＣＱＩインデックスおよび第１のＣＱＩテーブルに
従って決定されることを含む。
【０２６５】
　次に、端末装置に送信された第１の送信ブロック・サイズを第１のＰＲＢ量および第１
のスペクトル効率に従って学習する。
【０２６６】
　その後、第１のＴＢＳテーブル内の第１の送信ブロック・サイズおよび第１のＰＲＢ量
に対応する第１のＴＢＳインデックスが第１のＴＢＳテーブルに従って取得される。
【０２６７】
　第１のＣＱＩテーブル、第１のＭＣＳテーブル、および第１のＴＢＳテーブルを基地局
により事前に格納してもよいことに留意されたい。
【０２６８】
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　理解の簡単さのため、以下では既存のプロトコルでＴＢＳテーブル（即ち、第２のＴＢ
Ｓテーブル）を提供する。
【０２６９】
【表６３】

【０２７０】
　例示的に、Ｂ＝３２のとき、第１のＴＢＳテーブルにおいて、第１のＴＢＳインデック
スの値範囲は（表８に示すように）０乃至３２である。当該テーブルに示すｘｘｘは送信
ブロック・サイズを表し、特定の値を、シミュレーション結果に従って設定してもよい。
【０２７１】
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【表６４】

【０２７２】
　以下で第１のＴＢＳテーブルをさらに説明する。
【０２７３】
　場合によっては、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ１を含む。ＰＲＢ量ご
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とに、ＴＢＳインデックスＹ１に対応する送信ブロック・サイズは、第２のＴＢＳテーブ
ルにおけるＴＢＳインデックス２５に対応する送信ブロック・サイズより大きく、第２の
ＴＢＳテーブルにおけるＴＢＳインデックス２６に対応する送信ブロック・サイズより小
さく、第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２
のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各
ＰＲＢ量に対応する１つの送信ブロック・サイズを含む。
【０２７４】
　ＴＢＳインデックスＹ１が２６より大きくてもよい。例えば、Ｙ１が２７または２８で
あってもよい。
【０２７５】
　例えば、ＰＲＢ量ごとに、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス２７に対応す
る送信ブロック・サイズは、第２のＴＢＳテーブルにおけるＴＢＳインデックス２５に対
応する送信ブロック・サイズより大きく、第２のＴＢＳテーブルにおけるＴＢＳインデッ
クス２６に対応する送信ブロック・サイズより小さい。より具体的には、ＰＲＢ量が１で
ある場合、第１のＴＢＳテーブル内の当該ＴＢＳインデックス２７に対応する送信ブロッ
ク・サイズは６１６より大きく７１２より小さい。別の例として、ＰＲＢ量が２である場
合、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス２７に対応する送信ブロック・サイズ
は１２５６より大きく１４８０より小さい。
【０２７６】
　場合によっては、第１のＴＢＳテーブルは、ＴＢＳインデックスＹ２および以下の表Ａ
におけるＴＢＳインデックスＹ２に対応するエントリのうち少なくとも１つを含む。任意
の１つのエントリは、１つのＰＲＢ量および当該ＰＲＢ量に対応する１つの送信ブロック
・サイズを含む。
【０２７７】
　第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスＹ２が２６より大きく、例えば、Ｙ２＝
２７であってもよい。
【０２７８】
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【表６５】

【０２７９】
　かつ／または、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ３および以下の表Ｂ１、
Ｂ２、Ｂ３、またはＢ４におけるＴＢＳインデックスＹ３に対応する少なくとも１つのエ
ントリを含む。任意の１つのエントリは、１つのＰＲＢ量および当該ＰＲＢ量に対応する
１つの送信ブロック・サイズを含む。
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【０２８０】
　第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスＹ３が２６より大きく、例えば、Ｙ３＝
３３であってもよい。
【０２８１】
【表６６】

【０２８２】
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【表６７】

【０２８３】
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【表６８】

【０２８４】
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【表６９】

【０２８５】
　かつ／または、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ４＿１乃至Ｙ４＿５およ
び以下の表Ｃ１またはＣ２におけるＴＢＳインデックスＹ４＿１乃至Ｙ４＿５に対応する
少なくとも１つのエントリを含む。任意の１つのエントリは１つのＰＲＢ量および当該Ｐ
ＲＢ量に対応する５つの送信ブロック・サイズを含む。
【０２８６】
　第１のＴＢＳテーブル内のＹ４＿１乃至Ｙ４＿５が２６より大きく、例えば、Ｙ４＿１
＝２８、Ｙ４＿２＝２９、Ｙ４＿３＝３０、Ｙ４＿４＝３１、およびＹ４＿５＝３２であ
ってもよい。
【０２８７】
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【表７０】
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【０２８９】
　最後に、第１のＴＢＳインデックスに対応する第１のＭＣＳインデックスを第１のＭＣ
Ｓテーブル、第１の変調方式、および第１のＴＢＳインデックスに従って学習する。
【０２９０】
　当該実施形態の第１のＣＱＩテーブルは以上の実施形態における第１のＣＱＩテーブル
と同じであり、詳細についてはここでは再度説明しない。以下で、当該実施形態における
第１のＭＣＳテーブルを詳細に説明する。
【０２９１】
　理解の簡単さのため、以下のＭＣＳテーブル（即ち、第２のＭＣＳテーブル）を説明の
ための１例として用いる
【０２９２】
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【表７２】

【０２９３】
　表９では、変調順序は変調方式に対応する。例えば、変調方式がＱＰＳＫである場合、
変調順序は２であり、変調方式が１６ＱＡＭである場合、変調順序が４であり、変調方式
が６４ＱＡＭである場合、変調順序は６であり、変調方式が２５６ＱＡＭである場合、変
調順序は８である。
【０２９４】
　表９において、ＭＣＳインデックスが２９、３０、および３１であるエントリは予約さ
れたエントリである。
【０２９５】
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　具体的な実装プロセスにおいて先行技術への変更を最小化するために、第１のＭＣＳテ
ーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲および第２のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデッ
クスの値範囲が同一であってもよく、例えば、０乃至３１であることが好ましいことに留
意されたい。明らかに、第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲が第２の
ＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲より大きくてもよく、例えば、第１のＭ
ＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲は０乃至４０である。
【０２９６】
　１番目のタイプの第１のＭＣＳテーブル：当該１番目のタイプの第１のＭＣＳテーブル
は、変調方式がＱＰＳＫであるエントリおよび変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリ
のみを含む。
【０２９７】
　第１のＭＣＳテーブルが、変調方式が６４ＱＡＭよりも高い１つのエントリまたは複数
のエントリを含んでもよい。変調方式が６４ＱＡＭよりも高い各エントリは変調順序およ
び第１のＴＢＳインデックスを含み、対応するＭＣＳインデックスを有する。
【０２９８】
【表７３】

【０２９９】
　第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫで
ある少なくとも１つのエントリを含む。変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエン
トリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエン
トリにより形成された、第２の組合せと異なる組合せを含む。即ち、第１のＭＣＳテーブ
ルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つの
エントリを含む。変調方式がＱＰＳＫであるエントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり
対応するＭＣＳインデックスは連続であり最大であるＫ個のエントリではない。Ｋは６で
ある。特に、インデックス０乃至９に対応し変調方式がＱＰＳＫである第２のＭＣＳテー
ブル（即ち、表９）内の９個のエントリの一部は第１のＭＣＳテーブルに含まれる。第１
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは、第２のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式がＱＰＳＫでありＭＣＳインデックスが連続であり最大のものである６
つのエントリではない。
【０３００】
　即ち、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＭ
ＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス４、５、６、７、８、および９に対応す
るエントリにすぎないということはありえない。
【０３０１】
　あるいは、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
ＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリを含み、変調方式がＱＰＳＫであるエントリは
、第２のＭＣＳテーブル内にあり対応するＭＣＳインデックスは連続であり最大であるＫ
個のエントリではない。Ｋは正の整数である。特に、それぞれインデックス０乃至９に対
応し変調方式がＱＰＳＫである第２のＭＣＳテーブル内の９個のエントリの一部は第１の
ＭＣＳテーブルに含まれる。第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエ
ントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫでありＭＣＳインデックス
は連続であり最大のものであるＫ個のエントリではない。特に、Ｋの値範囲が１乃至８で
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あってもよい。即ち、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリ
第２のＭＣＳテーブル内の、ＭＣＳインデックス９に対応するエントリにすぎないという
ことはありえないか、または、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである
エントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス８および９に対応
するエントリにすぎないということはありえないか、または、第１のＭＣＳテーブル内に
あり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳ
インデックス７、８、および９に対応するエントリにすぎないということはありえないか
、または、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２の
ＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス６、７、８、および９に対応するエン
トリにすぎないということはありえないか、または、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデッ
クス５、６、７、８、および９に対応するエントリにすぎないということはありえないか
、または、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２の
ＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス４、５、６、７、８、および９に対応
するエントリにすぎないということはありえないか、または、第１のＭＣＳテーブル内に
あり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳ
インデックス３、４、５、６、７、８、および９に対応するエントリにすぎないというこ
とはありえないか、または、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエ
ントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス２、３、４、５、６
、７、８、および９に対応するエントリにすぎないということはありえない。
【０３０２】
　あるいは、第１のＭＣＳテーブルは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳ
Ｋであるエントリの一部を含む。当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデッ
クスの差分は同一である。
【０３０３】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリのうち３つを含む場合、第１
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが第２のＭＣＳテーブル内
の、それぞれＭＣＳインデックス０、３、および６に対応するエントリを含んでもよいか
、または、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２の
ＭＣＳテーブル内の、それぞれがＭＣＳインデックス２、５、および８に対応するエント
リを含んでもよいか、または、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである
エントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれがＭＣＳインデックス３、６、および
９に対応するエントリを含んでもよいか、または、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方
式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれがＭＣＳインデッ
クス０、４、および８に対応するエントリを含んでもよいか、または、第１のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞ
れがＭＣＳインデックス１、５、および９に対応するエントリを含んでもよい。第１のＭ
ＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが第２のＭＣＳテーブル内にあ
り変調方式がＱＰＳＫであるエントリのうち４つを含む場合、第１のＭＣＳテーブル内に
あり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳイ
ンデックス０、３、６、および９に対応するエントリを含んでもよい。第１のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方
式がＱＰＳＫであるエントリのうち５つを含む場合、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデッ
クス１、３、５、７、および９に対応するエントリを含んでもよいか、または、第１のＭ
ＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが第２のＭＣＳテーブル内の、
それぞれＭＣＳインデックス０、２、４、６、および８に対応するエントリを含んでもよ
い。
【０３０４】
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　あるいは、第１のＭＣＳテーブルは第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫ
であるエントリの一部を含み、当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデック
スの差分は同一ではない。
【０３０５】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは、第２
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリのうちＭ個を含む。Ｍの値
は３、４、５、６、７、８、または９であってもよい。Ｍ＝５である場合、第１のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり
変調方式がＱＰＳＫであるエントリのうち５つを含み、第１のＭＣＳテーブル内にあり変
調方式がＱＰＳＫであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデ
ックス１、４、７、８、および９に対応するエントリを含んでもよい。
【０３０６】
　あるいは、第１のＭＣＳテーブルは第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫ
であるエントリの一部を含み、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連
続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあ
り変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくと
も１つのエントリである。即ち、第１のＭＣＳテーブルは第２のＭＣＳテーブル内にあり
変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部を含むが、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣ
Ｓテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリ
は含まない。
【０３０７】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリのうちＭ個を含む。Ｍの値は
１、２、３、４、５、６、７、８、または９であってもよい。Ｍ＝８の場合、第１のＭＣ
Ｓテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあ
り変調方式がＱＰＳＫであるエントリのうち８つを含み、第１のＭＣＳテーブル内にあり
変調方式がＱＰＳＫであるエントリが第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデ
ックス０、１、２、３、４、５、６、７、および８に対応するエントリを含んでもよい。
【０３０８】
　あるいは、第１のＭＣＳテーブルは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳ
Ｋであるエントリの一部を含み、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは連
続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあ
り変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくと
も１つのエントリである。即ち、第１のＭＣＳテーブルは第２のＭＣＳテーブル内にあり
変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部を含むが、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣ
Ｓテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリ
は含まない。
【０３０９】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは、第２
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリのうちＭ個を含む。Ｍの値
は１、２、３、４、５、６、７、８、または９であってもよい。Ｍ＝８の場合、第１のＭ
ＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリは第２のＭＣＳテーブル内にあ
り変調方式がＱＰＳＫであるエントリのうち８つを含み、第１のＭＣＳテーブル内にあり
変調方式がＱＰＳＫであるエントリが第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデ
ックス０、１、２、３、４、５、６、および７に対応するエントリを含んでもよい。
【０３１０】
　２番目のタイプの第１のＭＣＳテーブル：当該２番目のタイプの第１のＭＣＳテーブル
は、変調方式が１６ＱＡＭであるエントリおよび変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエント
リのみを含む。
【０３１１】
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　第１のＭＣＳテーブルが、変調方式が６４ＱＡＭよりも高い１つのエントリまたは複数
のエントリを含んでもよい。変調方式が６４ＱＡＭよりも高い各エントリは変調順序およ
び第１のＴＢＳインデックスを含み、対応するＭＣＳインデックスを有する。
【０３１２】
　第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭ
である少なくとも１つのエントリを含む。
【０３１３】
　特に、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６
ＱＡＭである全てのエントリを含む。
【０３１４】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり対応する変
調方式が１６ＱＡＭであり対応するＭＣＳインデックスが１０乃至１６である６つのエン
トリを含む。
【０３１５】
　あるいは、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
１６ＱＡＭであるエントリの一部を含む。当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳ
インデックスの差分は同一である。
【０３１６】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリが、第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリのうち３つを含む場合
、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリが、第２のＭＣＳ
テーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス１０、１３、および１６に対応するエントリ
を含んでもよいか、または、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである
エントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス１０、１２、およ
び１４に対応するエントリを含んでもよいか、または、第１のＭＣＳテーブル内にあり変
調方式が１６ＱＡＭであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳイン
デックス１１、１３、および１５に対応するエントリを含んでもよいか、または、第１の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル
内の、それぞれＭＣＳインデックス１２、１４、および１６に対応するエントリを含んで
もよい。第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリが、第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリのうち４つを含む場合、第
１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリが、第２のＭＣＳテー
ブル内の、それぞれＭＣＳインデックス１０、１２、１４、および１６に対応するエント
リを含んでもよい。
【０３１７】
　あるいは、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
１６ＱＡＭであるエントリを含む。当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデ
ックスの差分は同一ではない。
【０３１８】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリが第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリのうちＭ個を含む。Ｍの値
は３、４、５、または６であってもよい。Ｍ＝５である場合、第１のＭＣＳテーブル内に
あり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリが第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳ
インデックス１０、１２、１４、１５、および１６に対応するエントリを含んでもよい。
【０３１９】
　あるいは、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
１６ＱＡＭであるエントリの一部を含む。当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデッ
クスは不連続であり、当該エントリの一部は、第２のＭＣＳインデックスが、第２のＭＣ
Ｓテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエント
リと異なる少なくとも１つのエントリである。即ち、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第
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２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部を含む。当該エ
ントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、当該エントリの一部は、Ｍ
ＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全ての
エントリのうち最大であるエントリを含まない。
【０３２０】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリは、変
調方式が１６ＱＡＭであるエントリのうちＭ個を含む。Ｍの値は１、２、３、４、５、ま
たは６であってもよい。Ｍ＝５である場合、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１
６ＱＡＭであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス１
０、１１、１２、１３、および１５に対応するエントリを含んでもよい。
【０３２１】
　あるいは、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
１６ＱＡＭであるエントリの一部を含む。当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデッ
クスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異な
る少なくとも１つのエントリである。即ち、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣ
Ｓテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部を含み、当該エントリの
一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭで
ある全てのエントリのうち最大であるエントリを含まない。
【０３２２】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリは、第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリのうちＭ個を含む。Ｍ
の値は１、２、３、４、５、または６であってもよい。Ｍ＝６である場合、第１のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、
それぞれＭＣＳインデックス１０、１１、１２、１３、１４、および１５に対応するエン
トリを含んでもよい。
【０３２３】
　あるいは、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
１６ＱＡＭであるエントリの一部を含む。当該エントリの一部は、各ＭＣＳインデックス
が、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最
大または最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである。即ち、第１のＭ
ＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエン
トリの一部を含む。当該エントリの一部は、各ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大または最小であるエ
ントリを含まない。
【０３２４】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリは、第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリのうちＭ個を含む。Ｍ
の値は１、２、３、４、または５であってもよい。Ｍ＝５である場合、第１のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それ
ぞれＭＣＳインデックス１１、１２、１３、１４、および１５に対応するエントリを含ん
でもよい。あるいは、Ｍ＝４である場合、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６
ＱＡＭであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス１１
、１２、１３、および１４に対応するエントリを含んでもよいか、または、第１のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、
それぞれＭＣＳインデックス１１、１３、１４、および１５に対応するエントリを含んで
もよい。
【０３２５】
　３番目のタイプの第１のＭＣＳテーブル：変調方式が１６ＱＡＭであるエントリを、当
該１番目のタイプの第１のＭＣＳテーブルに追加して当該３番目のタイプの第１のＣＱＩ
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テーブルを得る。当該３番目のタイプの第１のＭＣＳテーブルが、変調方式がＱＰＳＫで
あるエントリ、変調方式が１６ＱＡＭであるエントリ、および変調方式が６４ＱＡＭより
も高いエントリのみを含む。特に、当該３番目のタイプの第１のＭＣＳテーブルに含まれ
変調方式が１６ＱＡＭであるエントリが、当該２番目のタイプの第１のＭＣＳテーブル内
にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリと同一であってもよい。詳細については、当
該２番目のタイプの第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリ
に関する説明を参照されたい。
【０３２６】
　さらに、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６
４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【０３２７】
　即ち、変調方式が６４ＱＡＭであるエントリを当該１番目のタイプの第１のＭＣＳテー
ブルに追加して４番目のタイプの第１のＭＣＳテーブルを得る。この場合、当該４番目の
タイプの第１のＭＣＳテーブルは変調方式がＱＰＳＫであるエントリ、変調方式が６４Ｑ
ＡＭよりも高いエントリ、および変調方式が１６ＱＡＭであるエントリを含む。あるいは
、変調方式が６４ＱＡＭであるエントリを当該２番目のタイプの第１のＭＣＳテーブルに
追加して５番目のタイプの第１のＭＣＳテーブルを得る。この場合、当該５番目のタイプ
の第１のＭＣＳテーブルは変調方式が１６ＱＡＭであるエントリ、変調方式が６４ＱＡＭ
よりも高いエントリ、および変調方式が６４ＱＡＭであるエントリを含む。あるいは、変
調方式が６４ＱＡＭであるエントリを当該３番目のタイプの第１のＭＣＳテーブルに追加
して６番目のタイプの第１のＭＣＳテーブルを得る。この場合、当該６番目のタイプの第
１のＭＣＳテーブルは、変調方式がＱＰＳＫであるエントリ、変調方式が１６ＱＡＭであ
るエントリ、変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリ、および変調方式が６４ＱＡＭで
あるエントリを含む。
【０３２８】
　４番目、５番目または６番目のタイプの第１のＭＣＳテーブルにおいて、変調方式が６
４ＱＡＭであるエントリは以下の通りである。特に、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリを含む。
【０３２９】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり対応する変
調方式が６４ＱＡＭであり対応するＭＣＳインデックスが１７乃至２８である１２個のエ
ントリを含む。
【０３３０】
　あるいは、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
６４ＱＡＭであるエントリの一部を含む。当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが
、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最小
であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである。即ち、第２のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部は第１のＭＣＳテーブルに含まれ、
当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式
が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最小であるエントリを含まない。
【０３３１】
　あるいは、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
６４ＱＡＭであるエントリの一部を含む。当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが
、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大
であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである。即ち、第２のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部は、第１のＭＣＳテーブルに含まれ
、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方
式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリを含まない。
【０３３２】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が



(131) JP 6987828 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

６４ＱＡＭであるエントリのうちＭ個を含む。Ｍの値範囲は１乃至１１であり、Ｍは整数
である。Ｍ＝５である場合、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである
エントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス１８、１９、２０
、２１、および２３に対応するエントリを含んでもよいか、または、第１のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞ
れＭＣＳインデックス１８、２０、２１、２４、および２５に対応するエントリを含んで
もよいか、または、あるいは、Ｍ＝７である場合、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方
式が６４ＱＡＭであるエントリが、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデッ
クス１８、１９、２０、２１、２３、２５、および２６に対応するエントリを含んでもよ
いか、または、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリが、
第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス１９、２０、２１、２４、２５
、２７、および２８に対応するエントリを含んでもよい、または、あるいは、Ｍ＝１１で
ある場合、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリが、第２
のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス１７、１８、１９、２０、２１、２
２、２３、２４、２５、２６、および２７に対応するエントリを含んでもよい。
【０３３３】
　さらに、以上の６種類の第１のＭＣＳテーブルでは、対応するＭＣＳインデックスが、
第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高い全てのエントリのうち最
小であるエントリのＴＢＳインデックスは、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのＴＢ
Ｓインデックスと同じである。
【０３３４】
　さらに、以上の６種類の第１のＭＣＳテーブルでは、対応するＭＣＳインデックスが、
第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小のも
のであるＲ個のエントリのＴＢＳインデックスが、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭでありそれぞれのＭＣＳインデックスが２７より
大きくない全てのエントリのうち最大のものであるＲ個のエントリのＴＢＳインデックス
に等しくてもよい。Ｒは自然数である。
【０３３５】
　例示的に、対応するＭＣＳインデックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小のものであるＲ個のエントリのＴＢＳインデッ
クスは、以下の数値：｛１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４
、２５｝のうち任意の１つまたは複数（３以上）を含む。
【０３３６】
　Ｒ＝２の例では、対応するＭＣＳインデックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小のものであるＲ個のエントリを以下の表
１１－１に示す。
【０３３７】
【表７４】

【０３３８】
　例示的に、第１のＭＣＳテーブルにおいて、変調方式がＱＰＳＫである５つのエントリ
が存在し、対応するＭＣＳインデックスは０乃至４であり、変調方式が１６ＱＡＭである
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５つのエントリが存在し、対応するＭＣＳインデックスが５乃至９であり、変調方式が６
４ＱＡＭである１１個のエントリが存在し、対応するＭＣＳインデックスは１０乃至２０
であり、第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲は０乃至３１であり、第
１のＭＣＳテーブル内において、変調方式が６４ＱＡＭよりも高い７つのエントリが存在
し（４つの予約されたエントリが含まれ、予約されたエントリに対応するＭＣＳインデッ
クスはそれぞれ２８、２９、３０、および３１である）、対応するＭＣＳインデックスは
２１乃至２８であり、当該エントリのうち最小のインデックスは２１であると仮定する。
特に、以下の表１１－２で示すように、第１のＭＣＳテーブル内にありＭＣＳインデック
スが２１乃至２６であるエントリのＴＢＳインデックスは、第２のＭＣＳテーブル内にあ
りＭＣＳインデックス２８に対応するエントリのＴＢＳインデックスに等しい。
【０３３９】
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【表７５】

【０３４０】
　第１のＭＣＳテーブルが実際には「第２のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックス」と
いう列を含まなくともよいことに留意されたい。当該列は、第１のＭＣＳテーブルと第２
のＭＣＳテーブルの関係を明確に記述するために表１１＿１または表１１＿２において示
されているにすぎない。
【０３４１】
　あるいは、第１のＭＣＳテーブルはさらに、以下の表Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４、または
Ｄ５における少なくとも１つのエントリを含み、任意の１つのエントリは、ＭＣＳインデ
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ックス、ならびに当該ＭＣＳインデックスに対応する変調順序およびＴＢＳインデックス
を含む。
【０３４２】
【表７６】

【０３４３】
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【表７７】

【０３４４】
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【表７８】

【０３４５】
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【表７９】

【０３４６】
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【表８０】

【０３４７】
　特に、当該実施形態では、例えば、Ｙ２＝２７、Ｙ３＝３３、Ｙ４＿１＝２８、Ｙ４＿
２＝２９、Ｙ４＿３＝３０、Ｙ４＿４＝３１、およびＹ４＿５＝３２である。
【０３４８】
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　以上の６種類の第１のＭＣＳテーブルの各々は変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエント
リを含み、その結果、基地局は、６４ＱＡＭより高い変調方式を選択して、ＭＣＳインデ
ックスを送信するための方法を用いることによって端末装置に通知でき、それによりシス
テム性能が高まることがわかる。さらに、当該６番目のタイプの第１のＭＣＳテーブルが
第１のＭＣＳテーブルであることが好ましく、変調方式がＱＰＳＫであるエントリ、変調
方式が１６ＱＡＭであるエントリ、変調方式が６４ＱＡＭであるエントリ、および変調方
式が６４ＱＡＭよりも高いエントリを含む。
Ｓ２０３：基地局が、決定された第１のＭＣＳインデックスを端末装置に送信する。
【０３４９】
　図３に示すように、本発明はさらに、別のＭＣＳ通知方法を提供する。当該実施形態の
第１のＣＱＩテーブルが上述の実施形態における任意の種類の第１のＣＱＩテーブルと同
一であってもよく、または上述の実施形態における任意の種類の第１のＣＱＩテーブルと
異なってもよいが、当該２つのＣＱＩテーブルは１つのことを共有する。即ち、両方は変
調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリを含む。当該実施形態における第１のＭＣＳテー
ブルが上述の実施形態における任意の種類のＭＣＳテーブルであってもよい。
【０３５０】
　第１のＣＱＩテーブルをプロトコルで予め定義してもよく、プロトコルに準拠して端末
装置により事前設定してもよく、または端末装置により事前格納してもよく、またはダウ
ンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから端末装置により選
択され、または基地局により端末装置に通知してもよい。特に、基地局により端末装置に
通知するための方法が、基地局により、アップリンク・チャネル状態またはダウンリンク
・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから１つのテーブルを選択する
ステップと、端末装置に当該選択されたテーブルを通知するステップとであってもよい。
ＣＱＩテーブルは、ＣＱＩインデックスとエントリの間のマッピング関係を記述するため
に使用される。本発明の当該実施形態におけるＣＱＩテーブル内のマッピング関係は本発
明を理解する簡単さのため１例として用いたにすぎず、本発明におけるＣＱＩテーブルの
表現形式は本明細書で説明した形式に限定されることを意味するものではない。即ち、当
該ＣＱＩテーブルは、ＣＱＩインデックスとエントリの間のマッピング関係を提供できる
限り、様々な組合せを有してもよい。当該組合せの全ては本発明の保護範囲に入るものと
する。
【０３５１】
　第１のＭＣＳテーブルをプロトコルで予め定義してもよく、プロトコルに準拠して端末
装置により事前設定してもよく、または端末装置により事前に格納してもよく、またはダ
ウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから端末装置により
選択され、または基地局により端末装置に通知してもよく、特に、基地局により端末装置
に通知するための方法が、基地局により、アップリンク・チャネル状態またはダウンリン
ク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから１つのテーブルを選択す
るステップと、端末装置に当該選択されたテーブルを通知するステップとであってもよい
。当該ＭＣＳテーブルはＭＣＳインデックスとエントリの間のマッピング関係を記述する
ために用いられたものである。本発明の当該実施形態におけるＭＣＳテーブル内のマッピ
ング関係は本発明を理解する簡単さのため１例として用いたにすぎず、本発明におけるＭ
ＣＳテーブルの表現形式は本明細書で説明した形式に限定されることを意味するものでは
ない。具体的には、ＭＣＳテーブルは、ＭＣＳインデックスとエントリの間のマッピング
関係を提供できる限り、様々な組合せを有してもよい。当該組合せの全ては本発明の保護
範囲に入るものとする。
【０３５２】
　当該方法は以下のステップを含む。
Ｓ３０１：基地局が第１のＣＱＩインデックスを受信する。
【０３５３】
　第１のＣＱＩインデックスは、取得した第１のＣＱＩテーブルに従って端末装置により
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決定される。第１のＭＣＳインデックスは取得した第１のＭＣＳテーブルに従って基地局
により決定される。
【０３５４】
　Ｓ３０２：基地局は、第１のＣＱＩテーブル、第１のＭＣＳテーブル、および受信した
第１のＣＱＩインデックスに従って第１のＭＣＳインデックスを決定する。
【０３５５】
　第１のＣＱＩテーブルは変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリを含み、第１のＣＱ
Ｉテーブル内のエントリは、第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスに対応する１
つの変調方式、１つの符号化率、および１つのスペクトル効率を指す。
【０３５６】
　第１のＭＣＳテーブルは、変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリと、第２のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリであって、変調方
式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第１の組合せ（第１の組合せにおける
第１のという用語は或る組合せを別の組合せから区別するために用いられるにすぎず、必
ずしも何等かの関係または順序がこれらの組合せの間に存在するのを要求または暗示する
ものではない。第１の組合せは、図２に対応する実施形態における第２の組合せと本質的
に同一である）と異なる、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少な
くとも１つのエントリにより形成された組合せを含み、第１の組合せは、第２のＭＣＳテ
ーブル内にありＱＰＳＫに対応するＭＣＳインデックスが連続で最大のものであるＫ個の
エントリであり、Ｋは４に等しいか、または、Ｋは５未満の正の整数であるか、または、
Ｋは正の整数である少なくとも１つのエントリ、および／または第２のＭＣＳテーブル内
にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリとを含み、第２のＭＣＳテ
ーブル内の変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【０３５７】
　即ち、第１のＭＣＳテーブルは変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリを含み、第１
のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少
なくとも１つのエントリを含む。第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであ
るエントリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり対応するＭＣＳインデックスは連続であり
最大であるＫ個のエントリにすぎないということはありえない。Ｋは４に等しいか、また
はＫは５未満の正の整数であるか、または、Ｋは正の整数であり、かつ／または第１のＭ
ＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少な
くとも１つのエントリを含む。第２のＭＣＳテーブル内のエントリの変調方式はＱＰＳＫ
、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。第１のＭＣＳテーブル内のエントリは第１
のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスに対応する１つの変調順序および１つのＴＢＳ
インデックスを指し、第２のＭＣＳテーブル内のエントリは第２のＭＣＳテーブル内のＭ
ＣＳインデックスに対応する１つの変調順序および１つのＴＢＳインデックスを指す。
【０３５８】
　当該組合せは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１
つのエントリにより形成された組合せである。表６に示す第２のＭＣＳテーブルの例では
、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリに
より形成された２９－１＝１０２３個の組合せが存在する。例えば、当該組合せが、ＣＱ
Ｉインデックス６に対応する第２のＭＣＳテーブル内のエントリによって形成された組合
せであってもよく、第２のＭＣＳテーブル内の、それぞれＭＣＳインデックス６、７、８
、および９、に対応するエントリによって形成された組合せであってもよく、ＣＱＩイン
デックス３、６、７、８、および９が対応し第２のＣＱＩテーブル内にあるエントリによ
って形成された組合せであってもよい、等である。
【０３５９】
　取得した第１のＣＱＩインデックス、第１のＣＱＩテーブル、および第１のＭＣＳテー
ブルに従って第１のＭＣＳインデックスを決定する方法は以上の実施形態における方法と
同じであり、詳細についてはここでは再度説明しないことに留意されたい。第１のＴＢＳ
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インデックスを決定するための方法および第１のＴＢＳテーブルおよび第２のＴＢＳテー
ブルに関する説明に関しては、前述の実施形態を参照されたい。詳細についてはここでは
再度説明しない。
【０３６０】
　さらに、当該実施形態における第１のＭＣＳテーブルが、以上の実施形態のにおける６
種類の第１のＭＣＳテーブルの何れか１つであってもよい。詳細についてはここでは再度
説明しない。
【０３６１】
　Ｓ３０３：基地局が、決定された第１のＭＣＳインデックスを端末装置に送信する。
【０３６２】
　図４に示すように、本発明はさらに別のＭＣＳ通知方法を提供する。当該実施形態の第
１のＭＣＳテーブルが上述の実施形態における任意の種類の第１のＭＣＳテーブルであっ
てもよい。
【０３６３】
　当該実施形態では、第１のＭＣＳテーブルをプロトコルで予め定義してもよく、プロト
コルに準拠して端末装置により事前設定してもよく、または端末装置により事前格納して
もよく、またはダウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルか
ら端末装置により選択され、または基地局により端末装置に通知してもよい。特に、基地
局により端末装置に通知するための方法が、基地局により、アップリンク・チャネル状態
またはダウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから１つの
テーブルを選択するステップと、端末装置に当該選択されたテーブルを通知するステップ
とであってもよい。ＭＣＳテーブルはＭＣＳインデックスとエントリの間のマッピング関
係を記述するために用いられたものである。本発明の当該実施形態におけるＭＣＳテーブ
ル内のマッピング関係は本発明を理解する簡単さのため１例として用いたにすぎず、本発
明におけるＭＣＳテーブルの表現形式は本明細書で説明した形式に限定されることを意味
するものではない。即ち、当該ＭＣＳテーブルは、ＭＣＳインデックスとエントリの間の
マッピング関係を提供できる限り、様々な組合せを有してもよい。当該組合せの全ては本
発明の保護範囲に入るものとする。
【０３６４】
　当該方法は以下のステップを含む。
【０３６５】
　Ｓ４０１：端末装置が、基地局により送信された第１のＭＣＳインデックスを受信する
。第１のＭＣＳインデックスは、取得した第１のＭＣＳテーブルに従って基地局により決
定される。
【０３６６】
　Ｓ４０２：端末装置が第１のＭＣＳテーブルおよび受信した第１のＭＣＳインデックス
に従って、変調順序および符号ブロック・サイズを決定する。
【０３６７】
　第１のＭＣＳテーブルは、変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリと、第２のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリであって、変調方
式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式
がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリによって形成された、第１の組合せと異なる
組合せを含み、第１の組合せは、第２のＭＣＳテーブル内にありＱＰＳＫに対応するＭＣ
Ｓインデックスが連続で最大のものであるＫ個のエントリであり、Ｋは４に等しいか、ま
たは、Ｋは５未満の正の整数であるか、または、Ｋは正の整数である少なくとも１つのエ
ントリ、および／または第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少な
くとも１つのエントリとを含み、第２のＭＣＳテーブル内の変調方式はＱＰＳＫ、１６Ｑ
ＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【０３６８】
　第１のＭＣＳテーブルは変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリを含み、第１のＭＣ
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Ｓテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくと
も１つのエントリを含む。第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエン
トリは、第２のＭＣＳテーブル内にあり対応するＭＣＳインデックスが連続であり最大の
ものであるＫ個のエントリにすぎないということはありえず、Ｋは４に等しいか、または
Ｋは５未満の正の整数であるか、または、Ｋは正の整数であり、かつ／または第１のＭＣ
Ｓテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なく
とも１つのエントリを含む。第２のＭＣＳテーブル内のエントリの変調方式はＱＰＳＫ、
１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。第１のＭＣＳテーブル内のエントリは第１の
ＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスに対応する１つの変調順序および１つのＴＢＳイ
ンデックスを指し、第２のＭＣＳテーブル内のエントリは第２のＭＣＳテーブル内のＭＣ
Ｓインデックスに対応する１つの変調順序および１つのＴＢＳインデックスを指す。
【０３６９】
　当該組合せは、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１
つのエントリにより形成された組合せである。表６に示す第２のＭＣＳテーブルの例では
、２９－１＝１０２３個の、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少
なくとも１つのエントリにより形成された組合せが存在する。例えば、当該組合せが、第
２のＭＣＳテーブル内にありＣＱＩインデックス６に対応するエントリによって形成され
た組合せであってもよく、それぞれＭＣＳインデックス６、７、８、および９に対応する
第２のＭＣＳテーブル内のエントリによって形成された組合せであってもよく、それぞれ
ＣＱＩインデックス３、６、７、８、および９に対応する第２のＣＱＩテーブル内のエン
トリによって形成された組合せであってもよい、等である。
【０３７０】
　当該実施形態における第１のＭＣＳテーブルが上述の実施形態における６種類の第１の
ＭＣＳテーブルのうち任意の種類であってもよいに留意されたい。詳細についてはここで
は再度説明しない。
【０３７１】
　特に、第１のＭＣＳテーブルおよび受信した第１のＭＣＳインデックスに従って変調順
序および符号ブロック・サイズを決定するステップは、第１のＭＣＳテーブルおよび受信
した第１のＭＣＳインデックスに従って、第１のＴＢＳインデックスおよび当該変調順序
を決定するステップと、第１のＴＢＳインデックス、第１のＰＲＢ量、および第１のＴＢ
Ｓテーブルに従って当該符号ブロック・サイズを決定するステップとを含む。
【０３７２】
　第１のＰＲＢ量は基地局により端末装置に割り当てられたＰＲＢ量であるか、または、
第１のＰＲＢ量は端末装置に割り当てられた当該ＰＲＢ量と特定の係数の積以下の最大の
整数である。
【０３７３】
　第１のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量お
よび各ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含み、第１のＴＢＳテーブルは第１の
ＭＣＳテーブルに対応するＴＢＳテーブルである。
【０３７４】
　第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ａであり、Ａは２６以
下の正の整数である。
【０３７５】
　あるいは、場合によっては、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は
０乃至Ｂであり、Ｂは２６以上の正の整数であり、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳイン
デックス０乃至２６に対応する送信ブロック・サイズは第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳ
インデックス０乃至２６に対応する送信ブロック・サイズと同一であり、第２のＴＢＳテ
ーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２のＴＢＳテーブルは各
ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応する送
信ブロック・サイズを含む。
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【０３７６】
　あるいは、場合によっては、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は
０乃至Ｂであり、Ｂは２６以上の正の整数であり、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳイン
デックス０乃至Ｃに対応する送信ブロック・サイズは第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳイ
ンデックス０乃至Ｃに対応する送信ブロック・サイズと同一であり、Ｃは２６以下の非負
整数であり、第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり
、第２のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量お
よび各ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含む。
【０３７７】
　当該実施形態の第１のＴＢＳテーブルおよび第２のＴＢＳテーブルの説明については、
上述の実施形態を参照されたい。詳細についてはここでは再度説明しない。さらに、端末
装置は、当該変調順序および当該符号ブロック・サイズに従ってＰＤＳＣＨを受信する。
【０３７８】
　図５に示すように、本発明の１実施形態はさらにＣＱＩ通知装置５０を提供する。装置
５０は、第１のＣＱＩテーブルを取得するように構成された取得モジュール５１と、取得
モジュール５１により取得された第１のＣＱＩテーブルに従って第１のＣＱＩインデック
スを学習するように構成された第１の取得モジュール５２と、第１の取得モジュール５２
により学習された第１のＣＱＩインデックスを基地局に送信して、基地局が第１のＣＱＩ
インデックスに従って第１の変調符号化方式ＭＣＳインデックスを決定するようにするよ
うに構成された送信モジュール５３とを備える。第１のＣＱＩテーブルが端末装置により
事前に設定してもよく、基地局により端末装置に通知してもよく、またはダウンリンク・
チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから端末装置により選択してもよ
い。特に、基地局により端末装置に通知するための方法が、基地局により、アップリンク
・チャネル状態またはダウンリンク・チャネル状態に従って当該少なくとも２つの所定の
テーブルから１つのテーブルを選択するステップと、当該選択されたテーブルを基地局に
報告するステップとであってもよい。ＣＱＩテーブルは、ＣＱＩインデックスとエントリ
の間のマッピング関係を記述するために使用され、当該マッピング関係はタブ形式で表す
ことに限定されず、記述式で表してもよい。
【０３７９】
　取得モジュール５１により取得された第１のＣＱＩテーブルは、変調方式が６４直角位
相振幅変調ＱＡＭより高いエントリと、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が４相位
相偏移変調ＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫであ
る少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであ
る少なくとも１つのエントリにより形成された第１の組合せとは異なる組合せを含み、第
１の組合せは、第２のＣＱＩテーブル内にありＱＰＳＫに対応するＣＱＩインデックスが
連続的かつ最大のものであるＮ個のエントリであり、Ｎは３に等しいか、またはＮは４未
満の正の整数であるか、またはＮは正の整数である少なくとも１つのエントリ、および／
または第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエン
トリとを含み、第２のＣＱＩテーブル内のエントリの変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、
および６４ＱＡＭのみを含む。
【０３８０】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＣＱＩテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部
に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一ではない、エントリ
の一部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一
部であって、当該エントリの一部に対応するＣＱＩインデックスは不連続であり、当該エ
ントリの一部は、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方
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式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大のものであるエントリと異なる少なくとも
１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方
式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＣＱＩイン
デックスは連続であり、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデックスが当該ＣＱ
Ｉテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリ
と異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０３８１】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＣＱＩテ
ーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩ
テーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、対応するＣＱＩ
インデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエント
リのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリを含む。
【０３８２】
　さらに、取得モジュール５１により取得された第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２の
ＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【０３８３】
　特に、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、変調方式
が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方
式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式
が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩイ
ンデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ
のうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を
含む。
【０３８４】
　さらに、対応するＣＱＩインデックスが取得モジュール５１により取得された第１のＣ
ＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小であるエント
リのスペクトル効率は、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変
調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に
等しいか、または、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方
式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小のものであるＴ個のエントリのスペクトル
効率は、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４
ＱＡＭである全てのエントリのうち最大のものであるＴ個のエントリのスペクトル効率に
等しいかまたはほぼ等しく、Ｔは１乃至５のうち何れか１つの自然数に等しい。
【０３８５】
　場合によっては、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方
式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率は、対応
するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全
てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に４／３を掛けたもの、または
、１より小さい正の実数である端末の最大符号化率に８を掛けたもの、または、７．４０
６３、または、７．４３２である。
【０３８６】
　場合によっては、第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデックスが最大のものであ
るＸ個のエントリのスペクトル効率は昇順で配置されたスペクトル効率の算術数列または
略算術数列であり、第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデックスが最大のものであ
るＸ個のエントリのスペクトル効率が昇順で配置されたスペクトル効率の算術数列である
と述べたとき、これは当該スペクトル効率の昇順で配置された当該Ｘ個のエントリ内の２
番目のエントリから開始して、各エントリのスペクトル効率と夫々の先行エントリのスペ
クトル効率の差分は同一の定数に等しいことを意味し、第１のＣＱＩテーブル内にありＣ
ＱＩインデックスが最大のものであるＸ個のエントリのスペクトル効率が昇順で配置され
たスペクトル効率の略算術数列であると述べたとき、これは当該スペクトル効率の昇順で
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配置された当該Ｘ個のエントリ内の２番目のエントリから開始して、各エントリのスペク
トル効率と夫々の先行エントリのスペクトル効率の差分は、定数から事前設定値を引いた
ものから当該定数に当該事前設定値を足したものまでの範囲内にあり、Ｘは２より大きい
整数であることを意味し、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にあり
ＣＱＩインデックスが最大のものである当該Ｘ個のエントリのうち最小であるエントリの
スペクトル効率は、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方
式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に等し
く、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にありＣＱＩインデックスが
最大のものである当該Ｘ個のエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率は、当
該対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭ
である全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に４／３を掛けたもの
、または、１より小さい正の実数である端末の最大符号化率に８を掛けたもの、または、
７．４０６３、または、７．４３２である。
【０３８７】
　場合によっては、第１のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエン
トリのスペクトル効率は以下の数値群のうち少なくとも１つを含む。
{5.5547　6.1805　6.8062　7.432},
{6.1805　6.8062　7.432},
{5.5547　6.1797　6.8047　7.4297},
{6.1797　6.8047　7.4297},
{5.5547　6.1719　6.7891　7.4063},
{6.1719　6.7891　7.4063},
{5.5547　6.4934　7.432},
{6.4934　7.432},
{5.5547　6.4922　7.4297},
{6.4922　7.4297},
{5.5547　6.4805　7.4063},
{6.4805　7.4063},
{5.5547　6.4844　7.4063},
{6.4844　7.4063},
{5.5547　6.0240　6.4934　6.9627　7.432},
{6.0234　6.4922　6.9609　7.4297},
{5.5547　6.0234　6.4922　6.9609　7.4297},
{6.0176　6.4805　6.9434　7.4063},
{5.5547　6.0176　6.4805　6.9434　7.4063},
{6.0176　6.4805　6.9434　7.4063},
{5.5547　6.0156　6.4844　6.9453　7.4063},
{6.0156　6.4844　6.9453　7.4063},
{5.5547　5.9302　6.3056　6.6811　7.0565　7.432},
{5.9302　6.3056　6.6811　7.0565　7.432},
{5.5547　5.9297　6.3047　6.6797　7.0547　7.4297},
{5.9297　6.3047　6.6797　7.0547　7.4297},
{5.5547　5.9250　6.2953　6.6656　7.0360　7.4063},
{5.9250　6.2953　6.6656　7.0360　7.4063},
{5.5547　5.9219　6.2969　6.6641　7.0391　7.4063}, および
{5.9219　6.2969　6.6641　7.0391　7.4063}。
【０３８８】
　さらに、取得モジュール５１により取得された第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデ
ックスの値範囲は第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲と同じである。
【０３８９】
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　図５に示すＭＣＳ通知装置は、上述の方法の実施形態における対応するステップを実行
することができる。詳細については、上述の方法の実施形態の説明を参照されたい。当該
ＭＣＳ通知装置により達成される効果については、上述の方法の実施形態の説明を参照さ
れたい。
【０３９０】
　図６に示すように、本発明の１実施形態はさらに、ＭＣＳ通知装置６０を提供する。装
置６０は、第１のＣＱＩテーブルおよび第１のＭＣＳテーブルを取得するように構成され
た取得モジュール６１と、端末装置により送信された第１のＣＱＩインデックスを受信す
るように構成された受信モジュール６２であって、第１のＣＱＩインデックスは第１のＣ
ＱＩテーブルに従って端末装置により決定される、受信モジュール６２と、当該取得モジ
ュールにより取得された第１のＣＱＩテーブル、当該取得モジュールにより取得された第
１のＭＣＳテーブル、および受信モジュール６２により受信された第１のＣＱＩインデッ
クスに従って第１のＭＣＳインデックスを決定するように構成された決定モジュール６３
と、決定された第１のＭＣＳインデックスを端末装置に送信するように構成された送信モ
ジュール６４とを備える。第１のＣＱＩテーブルをプロトコルで予め定義してもよく、プ
ロトコルに準拠して端末装置により事前設定してもよく、または端末装置により事前格納
してもよく、またはダウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブ
ルから端末装置により選択され、または基地局により端末装置に通知してもよい。特に、
基地局により端末装置に通知するための方法が、基地局により、アップリンク・チャネル
状態またはダウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから１
つのテーブルを選択するステップと、端末装置に当該選択されたテーブルを通知するステ
ップとであってもよい。ＣＱＩテーブルは、ＣＱＩインデックスとエントリの間のマッピ
ング関係を記述するために使用される。本発明の当該実施形態におけるＣＱＩテーブル内
のマッピング関係は本発明を理解する簡単さのため１例として用いたにすぎず、本発明に
おけるＣＱＩテーブルの表現形式は本明細書で説明した形式に限定されることを意味する
ものではない。即ち、当該ＣＱＩテーブルは、ＣＱＩインデックスとエントリの間のマッ
ピング関係を提供できる限り、様々な組合せを有してもよい。当該組合せの全ては本発明
の保護範囲に入るものとする。第１のＭＣＳテーブルをプロトコルで予め定義してもよく
、プロトコルに準拠して端末装置により事前設定してもよく、または端末装置により事前
に格納してもよく、またはダウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定の
テーブルから端末装置により選択され、または基地局によって端末装置に通知してもよい
。特に、基地局により端末装置に通知するための方法が、基地局により、アップリンク・
チャネル状態またはダウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブ
ルから１つのテーブルを選択するステップと、端末装置に当該選択されたテーブルを通知
するステップとであってもよい。ＭＣＳテーブルはＭＣＳインデックスとエントリの間の
マッピング関係を記述するために用いられたものである。本発明の当該実施形態における
ＭＣＳテーブル内のマッピング関係は本発明を理解する簡単さのため１例として用いたに
すぎず、本発明におけるＭＣＳテーブルの表現形式は本明細書で説明した形式に限定され
ることを意味するものではない。即ち、ＭＣＳテーブルは、ＭＣＳインデックスとエント
リの間のマッピング関係を提供できる限り、様々な組合せを有してもよい。当該組合せの
全ては本発明の保護範囲に入るものとする。
【０３９１】
　取得モジュール６１により取得された第１のＣＱＩテーブルは、変調方式が６４ＱＡＭ
よりも高いエントリと、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なく
とも１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリによ
り形成された第１の組合せとは異なる組合せを含み、第１の組合せは、第２のＣＱＩテー
ブル内にありＱＰＳＫに対応するＣＱＩインデックスが連続的かつ最大のものであるＮ個
のエントリであり、Ｎは３に等しいか、またはＮは４未満の正の整数であるか、またはＮ
は正の整数である少なくとも１つのエントリ、および／または第２のＣＱＩテーブル内に
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あり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリとを含み、第２のＣＱＩテー
ブル内の変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【０３９２】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルは、変調方式が６４ＱＡＭ
よりも高いエントリと、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なく
とも１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、
第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリによ
り形成された、第２の組合せと異なる組合せを含み、第２の組合せは、第２のＭＣＳテー
ブル内にありＱＰＳＫに対応するＭＣＳインデックスが連続で最大のものであるＫ個のエ
ントリであり、Ｋは４に等しいか、または、Ｋは５未満の正の整数であるか、または、Ｋ
は正の整数である少なくとも１つのエントリ、および／または第２のＭＣＳテーブル内に
あり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリとを含み、第２のＭＣＳテー
ブル内の変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【０３９３】
　決定モジュール６３は特に、取得した第１のＰＲＢ量、当該取得モジュールにより取得
された第１のＣＱＩテーブル、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブ
ル、第１のＴＢＳテーブル、および受信した第１のＣＱＩインデックスに従って、第１の
ＴＢＳインデックスおよび第１のＭＣＳインデックスを決定するように構成され、第１の
ＰＲＢ量は基地局により端末装置に割り当てられたＰＲＢ量であるか、または、第１のＰ
ＲＢ量は端末装置に割り当てられた当該ＰＲＢ量と特定の係数の積以下の最大の整数であ
り、第１のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量
および各ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含み、第１のＴＢＳテーブルは第１
のＭＣＳテーブルに対応するＴＢＳテーブルである。
【０３９４】
　場合によっては、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ａで
あり、Ａは２６以下の正の整数であるか、または、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳイン
デックスの値範囲は０乃至Ｂであり、Ｂは２６以上の正の整数であり、第１のＴＢＳテー
ブル内のＴＢＳインデックス０乃至２６に対応する送信ブロック・サイズは第２のＴＢＳ
テーブル内のＴＢＳインデックス０乃至２６に対応する送信ブロック・サイズと同一であ
り、第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２の
ＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各Ｐ
ＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含む。
【０３９５】
　あるいは、場合によっては、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は
０乃至Ａであり、Ａは２６以下の正の整数であるか、または、第１のＴＢＳテーブル内の
ＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ｂであり、Ｂは２６以上の正の整数であり、第１の
ＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至Ｃに対応する送信ブロック・サイズは第２
のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至Ｃに対応する送信ブロック・サイズと同
一であり、Ｃは２６以下の非負整数であり、第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデック
スの値範囲は０乃至２６であり、第２のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応す
る少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含む。
【０３９６】
　決定モジュール６３は、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルお
よび当該受信モジュールにより受信された第１のＣＱＩインデックスに従って、受信した
第１のＣＱＩインデックスに対応する第１の変調方式および第１のスペクトル効率を決定
するように構成された第１の決定サブモジュール６３１と、当該取得された第１のＰＲＢ
量および当該第１の決定サブモジュールにより決定された第１のスペクトル効率に従って
、端末装置に送信された第１の送信ブロック・サイズを学習し、第１のＴＢＳテーブルに
従って、第１のＴＢＳテーブル内にあり第１の送信ブロック・サイズおよび第１のＰＲＢ
量に対応する第１のＴＢＳインデックスを取得するように構成された第２の決定サブモジ
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ュール６３２とを備える。第１の送信ブロック・サイズは第２の決定サブモジュールによ
り決定される。
【０３９７】
　場合によっては、第１のＴＢＳテーブルは、ＴＢＳインデックスＹ１、ＴＢＳインデッ
クスＹ２、ＴＢＳインデックスＹ３、およびＴＢＳインデックスＹ４＿１乃至Ｙ４＿５の
うち少なくとも１つを含む。第１のＴＢＳテーブル内のこれらのＴＢＳインデックスに対
応するエントリの説明については、上述の方法の実施形態を参照されたい。詳細について
はここでは再度説明しない。
【０３９８】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＣＱＩテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部
に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、
第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一ではない、エントリ
の一部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一
部であって、当該エントリの一部に対応するＣＱＩインデックスは不連続であり、当該エ
ントリの一部は、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方
式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大のものであるエントリと異なる少なくとも
１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方
式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＣＱＩイン
デックスは連続であり、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデックスが当該ＣＱ
Ｉテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリ
と異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０３９９】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＣＱＩテ
ーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩ
テーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、対応するＣＱＩ
インデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエント
リのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリを含む。
【０４００】
　さらに、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２の
ＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含んで
もよい。
【０４０１】
　特に、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＣ
ＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２の
ＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＣ
ＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エント
リの一部は、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６
４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエン
トリである、エントリの一部を含む。
【０４０２】
　さらに、対応するＣＱＩインデックスが、当該取得モジュールにより取得された第１の
ＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小であるエン
トリのスペクトル効率は、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり
変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率
に等しいか、または、対応するＣＱＩインデックスが第１のＣＱＩテーブル内にあり変調
方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小のものであるＴ個のエントリのスペクト
ル効率は、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６
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４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大のものであるＴ個のエントリのスペクトル効率
に等しいかまたはほぼ等しく、Ｔは１乃至５のうち何れか１つの自然数に等しい。
【０４０３】
　さらに、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデ
ックスの値範囲は第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲と同じである。
【０４０４】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部
に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、
第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一ではない、エントリ
の一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一
部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、当該エ
ントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰ
ＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリ
である、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫで
あるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは連続
であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり
変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも
１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０４０５】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一
部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または
、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、
当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一ではない、エン
トリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエント
リの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、
当該エントリの一部は、第２のＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変
調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも
１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方
式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳイ
ンデックスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリ
と異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部
は、各ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであ
る全てのエントリのうち最大または最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエント
リである、エントリの一部を含む。
【０４０６】
　さらに、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルはさらに第２のＭ
ＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含んでも
よい。
【０４０７】
　特に、当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＭ
ＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭ
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ＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エント
リの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡ
Ｍである全てのエントリのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリで
ある、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭで
あるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭ
ＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエン
トリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０４０８】
　さらに、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つの
エントリは、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡ
Ｍである全てのエントリのうち最大であるエントリのＴＢＳインデックスと同じである、
対応するＭＣＳインデックスが当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高い全てのエントリのうち最小であるエントリの
ＴＢＳインデックス、または、対応するＭＣＳインデックスが、第１のＭＣＳテーブル内
にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小のものであり、ＭＣＳインデ
ックスが全ての変調方式が６４ＱＡＭであるエントリのうち最大のものでありＭＣＳイン
デックスは２７を越えないＲ個のエントリないのＴＢＳインデックスに等しくてもよい、
Ｒ個のエントリのＴＢＳインデックスを含む。Ｒは自然数である。
【０４０９】
　さらに、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデ
ックスの値範囲は第２のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲と同じである。
【０４１０】
　場合によっては、第１のＭＣＳテーブルはさらに表Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４、またはＤ
５内の少なくとも１つのエントリを含んでもよい。任意の１つのエントリは、ＭＣＳイン
デックス、ならびに、当該ＭＣＳインデックスに対応する変調順序およびＴＢＳインデッ
クスを含む。表Ｄ１、表Ｄ２、表Ｄ３、表Ｄ４、および表Ｄ５については、上述の方法の
実施形態を参照されたい、詳細についてはここでは再度説明しない。
【０４１１】
　図６に示すＭＣＳ通知装置は、上述の方法の実施形態における対応するステップを実行
することができる。詳細については、上述の方法の実施形態の説明を参照されたい。当該
ＭＣＳ通知装置により達成される効果については、上述の方法の実施形態の説明を参照さ
れたい。
【０４１２】
　図７に示すように、本発明の１実施形態ではさらに、ＭＣＳ通知装置７０を提供する。
装置７０は、第１のＣＱＩテーブルおよび第１のＭＣＳテーブルを取得するように構成さ
れた取得モジュール７１と、第１のＣＱＩインデックスを受信するように構成された受信
モジュール７２であって、当該第１のＣＱＩインデックスは第１のＣＱＩテーブルに従っ
て端末装置により決定される受信モジュール７２と、当該取得モジュールにより取得され
た第１のＣＱＩテーブル、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブル、
および受信モジュール７２により受信された第１のＣＱＩインデックスに従って第１のＭ
ＣＳインデックスを決定するように構成された決定モジュール７３と、当該決定モジュー
ルにより決定された第１のＭＣＳインデックスを端末装置に送信するように構成された送
信モジュール７４とを提供する。第１のＣＱＩテーブルをプロトコルで予め定義してもよ
く、プロトコルに準拠して端末装置により事前設定してもよく、または端末装置により事
前格納してもよく、またはダウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定の
テーブルから端末装置により選択され、または基地局により端末装置に通知してもよい。
特に、基地局により端末装置に通知するための方法が、基地局により、アップリンク・チ
ャネル状態またはダウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブル
から１つのテーブルを選択するステップと、端末装置に当該選択されたテーブルを通知す
るステップとであってもよい。ＣＱＩテーブルは、ＣＱＩインデックスとエントリの間の
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マッピング関係を記述するために使用される。本発明の当該実施形態におけるＣＱＩテー
ブル内のマッピング関係は本発明を理解する簡単さのため１例として用いたにすぎず、本
発明におけるＣＱＩテーブルの表現形式は本明細書で説明した形式に限定されることを意
味するものではない。即ち、当該ＣＱＩテーブルは、ＣＱＩインデックスとエントリの間
のマッピング関係を提供できる限り、様々な組合せを有してもよい。当該組合せの全ては
本発明の保護範囲に入るものとする。第１のＭＣＳテーブルをプロトコルで予め定義して
もよく、プロトコルに準拠して端末装置により事前設定してもよく、または端末装置によ
り事前格納してもよく、またはダウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所
定のテーブルから端末装置により選択され、または基地局により端末装置に通知してもよ
い。特に、基地局により端末装置に通知するための方法が、基地局により、アップリンク
・チャネル状態またはダウンリンク・チャネル状態に従って少なくとも２つの所定のテー
ブルから１つのテーブルを選択するステップと、端末装置に当該選択されたテーブルを通
知するステップとであってもよい。ＭＣＳテーブルはＭＣＳインデックスとエントリの間
のマッピング関係を記述するために用いられたものである。本発明の当該実施形態におけ
るＭＣＳテーブル内のマッピング関係は本発明を理解する簡単さのため１例として用いた
にすぎず、本発明におけるＭＣＳテーブルの表現形式は本明細書で説明した形式に限定さ
れることを意味するものではない。即ち、当該ＭＣＳテーブルは、ＭＣＳインデックスと
エントリの間のマッピング関係を提供できる限り、様々な組合せを有してもよい。当該組
合せの全ては本発明の保護範囲に入るものとする。
【０４１３】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＣＱＩテーブルは変調方式が６４ＱＡＭよ
りも高いエントリを含み、第１のＣＱＩテーブル内のエントリは、第１のＣＱＩテーブル
内のＣＱＩインデックスに対応する１つの変調方式、１つの符号化率、および１つのスペ
クトル効率を指す。
【０４１４】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルは、変調方式が６４ＱＡＭ
よりも高いエントリと、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なく
とも１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、
第１の組合せ（第１の組合せにおける第１のという用語は或る組合せを別の組合せから区
別するために用いられるにすぎず、必ずしも何等かの関係または順序がこれらの組合せの
間に存在するのを要求または暗示するものではない。第１の組合せは、図２に対応する実
施形態における第２の組合せと本質的に同一である）と異なる、第２のＭＣＳテーブル内
にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリにより形成された組合せを含
み、第１の組合せは、第２のＭＣＳテーブル内にありＱＰＳＫに対応するＭＣＳインデッ
クスが連続で最大のものであるＫ個のエントリであり、Ｋは４に等しいか、または、Ｋは
５未満の正の整数であるか、または、Ｋは正の整数である少なくとも１つのエントリ、お
よび／または第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つ
のエントリとを含み、第２のＭＣＳテーブル内の変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、およ
び６４ＱＡＭのみを含む。
【０４１５】
　ＭＣＳ通知装置７０により使用される第１のＭＣＳテーブルがＭＣＳ通知装置６０によ
り使用される第１のＭＣＳテーブルと同一であってもよいことに留意されたい。当該２つ
の装置の違いは、ＭＣＳ通知装置７０により使用される第１のＣＱＩテーブルがＭＣＳ通
知装置６０により使用される第１のＣＱＩテーブルと異なってもよいということである。
しかし、当該２つの装置により使用される第１のＣＱＩテーブルは両方とも、変調方式が
６４ＱＡＭよりも高いエントリを含む。
【０４１６】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部
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に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、
第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一ではない、エントリ
の一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一
部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、当該エ
ントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰ
ＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリ
である、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫで
あるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは連続
であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり
変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも
１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０４１７】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一
部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または
、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、
当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一ではない、エン
トリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエント
リの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、
当該エントリの一部は、第２のＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変
調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも
１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方
式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳイ
ンデックスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリ
と異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部
は、各ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであ
る全てのエントリのうち最大または最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエント
リである、エントリの一部を含む。
【０４１８】
　さらに、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【０４１９】
　特に、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭ
ＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭ
ＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エント
リの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡ
Ｍである全てのエントリのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリで
ある、エントリの一部を含む。
【０４２０】
　さらに、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、対応
するＭＣＳインデックスが、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高い全てのエントリのうち最小であるエントリのＴ
ＢＳインデックスが、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
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６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのＴＢＳインデックスと同じ
であるということを含む。
【０４２１】
　さらに、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデ
ックスの値範囲は第２のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲と同じである。
【０４２２】
　図７に示すＭＣＳ通知装置は、上述の方法の実施形態における対応するステップを実行
することができる。詳細については、上述の方法の実施形態の説明を参照されたい。当該
ＭＣＳ通知装置により達成される効果については、上述の方法の実施形態の説明を参照さ
れたい。
【０４２３】
　図８に示すように、本発明の１実施形態ではさらに、ＭＣＳ通知装置８０を提供する。
装置８０は、第１のＭＣＳテーブルを取得するように構成された取得モジュール８１と、
基地局により送信された第１のＭＣＳインデックスを受信するように構成された受信モジ
ュール８２であって、第１のＭＣＳインデックスは、第１のＭＣＳテーブルに従って基地
局により決定される、受信モジュール８２と、第１のＭＣＳテーブルおよび受信モジュー
ル８２により受信された第１のＭＣＳインデックスに従って変調順序および符号ブロック
・サイズを決定するように構成された決定モジュール８３とを提供する。第１のＭＣＳテ
ーブルをプロトコルで予め定義してもよく、プロトコルに準拠して端末装置により事前設
定してもよく、または端末装置により事前格納してもよく、またはダウンリンク・チャネ
ル状態に従って少なくとも２つの所定のテーブルから端末装置により選択され、または基
地局により端末装置に通知してもよい。特に、基地局により端末装置に通知するための方
法が、基地局により、アップリンク・チャネル状態またはダウンリンク・チャネル状態に
従って少なくとも２つの所定のテーブルから１つのテーブルを選択するステップと、端末
装置に当該選択されたテーブルを通知するステップとであってもよい。ＭＣＳテーブルは
ＭＣＳインデックスとエントリの間のマッピング関係を記述するために用いられたもので
ある。本発明の当該実施形態におけるＭＣＳテーブル内のマッピング関係は本発明を理解
する簡単さのため１例として用いたにすぎず、本発明におけるＭＣＳテーブルの表現形式
は本明細書で説明した形式に限定されることを意味するものではない。即ち、当該ＭＣＳ
テーブルは、ＭＣＳインデックスとエントリの間のマッピング関係を提供できる限り、様
々な組合せを有してもよい。当該組合せの全ては本発明の保護範囲に入るものとする。
【０４２４】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルは、変調方式が６４ＱＡＭ
よりも高いエントリと、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なく
とも１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、
第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリによ
って形成された、第１の組合せと異なる組合せを含み、第１の組合せは、第２のＭＣＳテ
ーブル内にありＱＰＳＫに対応するＭＣＳインデックスが連続で最大のものであるＫ個の
エントリであり、Ｋは４に等しいか、または、Ｋは５未満の正の整数であるか、または、
Ｋは正の整数である少なくとも１つのエントリ、および／または第２のＭＣＳテーブル内
にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリとを含み、第２のＭＣＳテ
ーブル内の変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【０４２５】
　決定モジュール８３は、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルお
よび受信した第１のＭＣＳインデックスに従って、第１のＴＢＳインデックスおよび変調
順序を決定するように構成された第１の決定サブモジュール８３１と、第１のＴＢＳイン
デックス、第１のＰＲＢ量、および第１のＴＢＳテーブルに従って符号ブロック・サイズ
を決定するように構成された第２の決定サブモジュール８３２とを備え、第１のＰＲＢ量
は基地局により端末装置に割り当てられたＰＲＢ量であるか、または、第１のＰＲＢ量は
端末装置に割り当てられた当該ＰＲＢ量と特定の係数の積以下の最大の整数であり、第１
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のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各
ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含み、第１のＴＢＳテーブルは第１のＭＣＳ
テーブルに対応するＴＢＳテーブルである。
【０４２６】
　場合によっては、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ａで
あり、Ａは２６以下の正の整数であるか、または、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳイン
デックスの値範囲は０乃至Ｂであり、Ｂは２６以上の正の整数であり、第１のＴＢＳテー
ブル内のＴＢＳインデックス０乃至２６に対応する送信ブロック・サイズは第２のＴＢＳ
テーブル内のＴＢＳインデックス０乃至２６に対応する送信ブロック・サイズと同一であ
り、第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２の
ＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各Ｐ
ＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含む。
【０４２７】
　あるいは、場合によっては、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は
０乃至Ａであり、Ａは２６以下の正の整数であるか、または、第１のＴＢＳテーブル内の
ＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ｂであり、Ｂは２６以上の正の整数であり、第１の
ＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至Ｃに対応する送信ブロック・サイズは第２
のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至Ｃに対応する送信ブロック・サイズと同
一であり、Ｃは２６以下の非負整数であり、第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデック
スの値範囲は０乃至２６であり、第２のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応す
る少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含む。
【０４２８】
　場合によっては、第１のＴＢＳテーブルはＴＢＳインデックスＹ１、ＴＢＳインデック
スＹ２、ＴＢＳインデックスＹ３、およびＴＢＳインデックスＹ４＿１乃至Ｙ４＿５のう
ち少なくとも１つを含む。第１のＴＢＳテーブル内のこれらのＴＢＳインデックスに対応
するエントリの説明については、上述の方法の実施形態を参照されたい。詳細については
ここでは再度説明しない。
【０４２９】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部
に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、
第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一ではない、エントリ
の一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一
部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、当該エ
ントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰ
ＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリ
である、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫで
あるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは連続
であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり
変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも
１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０４３０】
　当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテ
ーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一
部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または
、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、
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当該エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一ではない、エン
トリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエント
リの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、
当該エントリの一部は、第２のＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変
調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも
１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方
式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳイ
ンデックスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳ
テーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリ
と異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部
は、各ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであ
る全てのエントリのうち最大または最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエント
リである、エントリの一部を含む。
【０４３１】
　さらに、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【０４３２】
　特に、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭ
ＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭ
ＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エント
リの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡ
Ｍである全てのエントリのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリで
ある、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭで
あるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭ
ＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエン
トリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０４３３】
　さらに、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２の
ＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、対応
するＭＣＳインデックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも
高い全てのエントリのうち最小であるエントリのＴＢＳインデックスが、ＭＣＳインデッ
クスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのう
ち最大であるエントリのＴＢＳインデックスと同じであるか、または、対応するＭＣＳイ
ンデックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリ
のうち最小のものであるＲ個のエントリのＴＢＳインデックスが、ＭＣＳインデックスが
、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭでありＭＣＳインデックスは２７
より大きくない全てのエントリのうち最大のものであるＲ個のエントリのＴＢＳインデッ
クスに等しくてもよく、Ｒは自然数である、ということを含む。
【０４３４】
　場合によっては、第１のＭＣＳテーブルはさらに、表Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４、または
Ｄ５内の少なくとも１つのエントリを含む。任意の１つのエントリは、ＭＣＳインデック
ス、ならびに当該ＭＣＳインデックスに対応する変調順序およびＴＢＳインデックスを含
む。表Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４、およびＤ５については、上述の方法の実施形態を参照さ
れたい。
【０４３５】
　さらに、当該取得モジュールにより取得された第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデ
ックスの値範囲は第２のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲と同じである。
【０４３６】
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　図８に示すＭＣＳ通知装置は、上述の方法の実施形態における対応するステップを実行
することができる。詳細については、上述の方法の実施形態の説明を参照されたい。当該
ＭＣＳ通知装置により達成される効果については、上述の方法の実施形態の説明を参照さ
れたい。
【０４３７】
　図９に示すように、本発明の１実施形態はさらに、チャネル品質指標ＣＱＩ通知装置９
０を提供する。チャネル品質指標ＣＱＩ通知装置９０は、プロセッサ９１および送信器９
２を備える。当該プロセッサは、第１のＣＱＩテーブルを取得するように構成され、第１
のＣＱＩテーブルに従って第１のＣＱＩインデックスを学習するように構成され、当該送
信器は、当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩインデックスを基地局に送信する
ように構成される。その結果、基地局が第１のＣＱＩインデックスに従って第１の変調符
号化方式ＭＣＳインデックスを決定する。
【０４３８】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルは、変調方式が６４直角位相振
幅変調ＱＡＭより高いエントリと、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が４相位相偏
移変調ＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少
なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少
なくとも１つのエントリにより形成された第１の組合せとは異なる組合せを含み、第１の
組合せは、第２のＣＱＩテーブル内にありＱＰＳＫに対応するＣＱＩインデックスが連続
的かつ最大のものであるＮ個のエントリであり、Ｎは３に等しいか、またはＮは４未満の
正の整数であるか、またはＮは正の整数である少なくとも１つのエントリ、および／また
は第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリ
とを含み、第２のＣＱＩテーブル内のエントリの変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、およ
び６４ＱＡＭのみを含む。
【０４３９】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＣＱＩテーブ
ル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブ
ル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対
応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、第２
のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エン
トリの一部に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一ではない、エントリの一
部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部で
あって、当該エントリの一部に対応するＣＱＩインデックスは不連続であり、当該エント
リの一部は、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が
ＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大のものであるエントリと異なる少なくとも１つ
のエントリである、エントリの一部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が
ＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＣＱＩインデッ
クスは連続であり、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱ
Ｉテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大のものであるエ
ントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０４４０】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＣＱＩテーブ
ル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、対応するＣＱＩイン
デックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリの
うち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリを含む。
【０４４１】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【０４４２】
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　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、当該変調方式が６４
ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６
４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４
ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデッ
クスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち
最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０４４３】
　対応するＣＱＩインデックスが、当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小であるエントリのスペク
トル効率は、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６
４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に等しい。
【０４４４】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範
囲は第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲と同じである。
【０４４５】
　当該実施形態のＣＱＩ通知装置９０の様々なコンポーネントの機能の具体的な実装につ
いては、当該ＣＱＩ通知方法の以上の実施形態の説明を参照されたい、詳細についてはこ
こでは再度説明しない。
【０４４６】
　図１０に示すように、本発明の１実施形態はさらに変調符号化方式ＭＣＳ通知装置１０
を提供する。変調符号化方式ＭＣＳ通知装置１０は、第１のＣＱＩテーブルおよび第１の
ＭＣＳテーブルを取得するように構成されたプロセッサ１０１と、端末装置により送信さ
れた第１のチャネル品質指標ＣＱＩインデックスを受信するように構成された受信器１０
２であって、第１のＣＱＩインデックスは第１のＣＱＩテーブルに従って端末装置により
決定される受信器１０２と、当該プロセッサにより決定された第１のＭＣＳインデックス
を端末装置に送信するように構成された送信器１０３とを備える。当該プロセッサは、当
該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブル、当該取得された第１のＭＣＳテー
ブル、および当該受信器により受信された第１のＣＱＩインデックスに従って、第１のＭ
ＣＳインデックスを決定するように構成される。
【０４４７】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルは、変調方式が６４ＱＡＭより
も高いエントリと、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも
１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、、第
２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリにより
形成された第１の組合せとは異なる組合せを含み、第１の組合せは、第２のＣＱＩテーブ
ル内にありＱＰＳＫに対応するＣＱＩインデックスが連続的かつ最大のものであるＮ個の
エントリであり、Ｎは３に等しいか、またはＮは４未満の正の整数であるか、またはＮは
正の整数である少なくとも１つのエントリ、および／または第２のＣＱＩテーブル内の変
調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリとを含み、第２のＣＱＩテーブル内
の変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【０４４８】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルは、変調方式が６４ＱＡＭより
も高いエントリと、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも
１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリにより形
成された、第２の組合せと異なる組合せを含み、第２の組合せは、第２のＭＣＳテーブル
内にありＱＰＳＫに対応するＭＣＳインデックスが連続で最大のものであるＫ個のエント
リであり、Ｋは４に等しいか、または、Ｋは５未満の正の整数であるか、または、Ｋは正
の整数である少なくとも１つのエントリ、および／または第２のＭＣＳテーブル内にあり
変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリとを含み、第２のＭＣＳテーブル



(158) JP 6987828 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

内の変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【０４４９】
　当該プロセッサは特に、取得した第１のＰＲＢ量、当該プロセッサにより取得された第
１のＣＱＩテーブル、および当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブル、お
よび受信した第１のＣＱＩインデックスに従って、第１のＴＢＳインデックスおよび第１
のＭＣＳインデックスを決定するように構成され、第１のＰＲＢ量は基地局により端末装
置に割り当てられたＰＲＢ量であるか、または、第１のＰＲＢ量は端末装置に割り当てら
れた当該ＰＲＢ量と特定の係数の積以下の最大の整数であり、第１のＴＢＳテーブルは各
ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応する送
信ブロック・サイズを含み、第１のＴＢＳテーブルは第１のＭＣＳテーブルに対応するＴ
ＢＳテーブルであり、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ａ
であり、Ａは２６以下の正の整数であるか、または、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳイ
ンデックスの値範囲は０乃至Ｂであり、Ｂは２６以上の正の整数であり、第１のＴＢＳテ
ーブル内のＴＢＳインデックス０乃至２６に対応する送信ブロック・サイズは第２のＴＢ
Ｓテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至２６に対応する送信ブロック・サイズと同一で
あり、第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり、第２
のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各
ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含む。
【０４５０】
　当該プロセッサは特に、当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルおよび
当該受信器により受信された第１のＣＱＩインデックスに従って、受信した第１のＣＱＩ
インデックスに対応する第１の変調方式および第１のスペクトル効率を決定し、第１のＰ
ＲＢ量および当該決定された第１のスペクトル効率に従って、端末装置に送信された第１
の送信ブロック・サイズを学習し、第１のＴＢＳテーブルに従って、第１のＴＢＳテーブ
ル内にあり当該決定された第１の送信ブロック・サイズおよび第１のＰＲＢ量に対応する
第１のＴＢＳインデックスを取得するように構成される。
【０４５１】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＣＱＩテーブ
ル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテーブ
ル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対
応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、第２
のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エン
トリの一部に対応する連続するＣＱＩインデックスの差分は同一ではない、エントリの一
部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部で
あって、当該エントリの一部に対応するＣＱＩインデックスは不連続であり、当該エント
リの一部は、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が
ＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大のものであるエントリと異なる少なくとも１つ
のエントリである、エントリの一部、または、第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が
ＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＣＱＩインデッ
クスは連続であり、当該エントリの一部は、対応するＣＱＩインデックスが、第２のＣＱ
Ｉテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大のものであるエ
ントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部を含む。
【０４５２】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＣＱＩテーブ
ル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、対応するＣＱＩイン
デックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリの
うち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリを含む。
【０４５３】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルはさらに、第２のＣＱＩテーブ
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ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【０４５４】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＣＱＩテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＣＱＩテー
ブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＣＱＩテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は
、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭで
ある全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである
、エントリの一部を含む。
【０４５５】
　対応するＣＱＩインデックスが当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブル
内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリのうち最小であるエントリのスペクト
ル効率は、対応するＣＱＩインデックスが第２のＣＱＩテーブル内にあり変調方式が６４
ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリのスペクトル効率に等しい。
【０４５６】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範
囲は第２のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスの値範囲と同じである。
【０４５７】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対
応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、第２
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エン
トリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一ではない、エントリの一
部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部で
あって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、当該エント
リの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫ
である全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリであ
る、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである
エントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは連続であ
り、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つ
のエントリである、エントリの一部を含む。
【０４５８】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に
対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一ではない、エントリ
の一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの
一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、当該
エントリの一部は、第２のＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方
式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つ
のエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデ
ックスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異
なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル
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内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、
各ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全
てのエントリのうち最大または最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリで
ある、エントリの一部を含む。
【０４５９】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【０４６０】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は
、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全
てのエントリのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エン
トリの一部を含む。
【０４６１】
　当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、対応するＭＣＳイ
ンデックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高い全てのエ
ントリのうち最小であるエントリのＴＢＳインデックスは、ＭＣＳインデックスが、第２
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大である
エントリのＴＢＳインデックスと同じであるということを含む。
【０４６２】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範
囲は第２のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲と同じである。
【０４６３】
　当該実施形態のＭＣＳ通知装置１０の様々なコンポーネントの機能の具体的な実装につ
いては、図２に対応するＭＣＳ通知方法の以上の実施形態の説明を参照されたい、詳細に
ついてはここでは再度説明しない。
【０４６４】
　図１１に示すように、本発明の１実施形態はさらに変調符号化方式ＭＣＳ通知装置１１
を提供する。変調符号化方式ＭＣＳ通知装置１１は、第１のＭＣＳテーブルを取得するよ
うに構成されたプロセッサ１１１と、基地局により送信された第１のＭＣＳインデックス
を受信するように構成された受信器１１２であって、第１のＭＣＳインデックスは、当該
プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルに従って基地局により決定される、受
信器１１２とを備え、プロセッサ１１１は、当該プロセッサにより取得された第１のＭＣ
Ｓテーブルおよび当該受信器により受信された第１のＭＣＳインデックスに従って、変調
順序および符号ブロック・サイズを決定するように構成される。
【０４６５】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルは、変調方式が６４ＱＡＭより
も高いエントリと、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも
１つのエントリであって、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第１
の組合せ（第１の組合せにおける第１のという用語は或る組合せを別の組合せから区別す
るために用いられるにすぎず、必ずしも何等かの関係または順序がこれらの組合せの間に
存在するのを要求または暗示するものではない。第１の組合せは、図２に対応する実施形
態における第２の組合せと本質的に同一である）と異なる、第２のＭＣＳテーブル内にあ
り変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリにより形成された組合せを含み、
第１の組合せは、第２のＭＣＳテーブル内にありＱＰＳＫに対応するＭＣＳインデックス
が連続で最大のものであるＫ個のエントリであり、Ｋは４に等しいか、または、Ｋは５未
満の正の整数であるか、または、Ｋは正の整数である少なくとも１つのエントリ、および
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／または第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエ
ントリとを含み、第２のＭＣＳテーブル内の変調方式はＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、および６
４ＱＡＭのみを含む。
【０４６６】
　当該プロセッサは特に、当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルおよび
受信した第１のＭＣＳインデックスに従って、第１のＴＢＳインデックスおよび変調順序
を決定し、第１のＴＢＳインデックス、第１のＰＲＢ量、および第１のＴＢＳテーブルに
従って符号ブロック・サイズを決定するように構成され、第１のＰＲＢ量は基地局により
端末装置に割り当てられたＰＲＢ量であるか、または、第１のＰＲＢ量は端末装置に割り
当てられた当該ＰＲＢ量と特定の係数の積以下の最大の整数であり、第１のＴＢＳテーブ
ルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量および各ＰＲＢ量に対応
する送信ブロック・サイズを含み、第１のＴＢＳテーブルは第１のＭＣＳテーブルに対応
するＴＢＳテーブルであり、第１のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０
乃至Ａであり、Ａは２６以下の正の整数であるか、または、第１のＴＢＳテーブル内のＴ
ＢＳインデックスの値範囲は０乃至Ｂであり、Ｂは２６以上の正の整数であり、第１のＴ
ＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至２６に対応する送信ブロック・サイズは第２
のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックス０乃至２６に対応する送信ブロック・サイズと
同一であり、第２のＴＢＳテーブル内のＴＢＳインデックスの値範囲は０乃至２６であり
、第２のＴＢＳテーブルは各ＴＢＳインデックスに対応する少なくとも１つのＰＲＢ量お
よび各ＰＲＢ量に対応する送信ブロック・サイズを含む。
【０４６７】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対
応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、第２
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エン
トリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一ではない、エントリの一
部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部で
あって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、当該エント
リの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫ
である全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリであ
る、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである
エントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは連続であ
り、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つ
のエントリである、エントリの一部を含む。
【０４６８】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に
対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一ではない、エントリ
の一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの
一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、当該
エントリの一部は、第２のＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方
式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つ
のエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデ
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ックスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異
なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、
各ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全
てのエントリのうち最大または最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリで
ある、エントリの一部を含む。
【０４６９】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【０４７０】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は
、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全
てのエントリのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エン
トリの一部を含む。
【０４７１】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、対応するＭＣＳイ
ンデックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高い全てのエ
ントリのうち最小であるエントリのＴＢＳインデックスは、ＭＣＳインデックスが、第２
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大である
エントリのＴＢＳインデックスと同じであるということを含む。
【０４７２】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範
囲は第２のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲と同じである。
【０４７３】
　当該実施形態のＭＣＳ通知装置１１の様々なコンポーネントの機能の具体的な実装につ
いては、図３に対応するＭＣＳ通知方法の以上の実施形態の説明を参照されたい、詳細に
ついてはここでは再度説明しない。
【０４７４】
　図１２に示すように、本発明は変調符号化方式ＭＣＳ通知装置を提供する。当該装置は
、第１のＣＱＩテーブルおよび第１のＭＣＳテーブルを取得するように構成されたプロセ
ッサ１２１と、第１のＣＱＩインデックスを受信するように構成された受信器１２２であ
って、第１のＣＱＩインデックスは第１のＣＱＩテーブルに従って端末装置により決定さ
れる、受信器１２２と、プロセッサ１２１により決定された第１のＭＣＳインデックスを
端末装置に送信するように構成された送信器１２３とを備える。プロセッサ１２１は、取
得した第１のＣＱＩテーブル、当該取得された第１のＭＣＳテーブル、および当該受信器
により受信された第１のＣＱＩインデックスに従って第１のＭＣＳインデックスを決定す
るように構成され、当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテーブルは変調方式が
６４ＱＡＭよりも高いエントリを含み、当該プロセッサにより取得された第１のＣＱＩテ
ーブル内のエントリは、第１のＣＱＩテーブル内のＣＱＩインデックスに対応する１つの
変調方式、１つの符号化率、および１つのスペクトル効率を指し、当該プロセッサにより
取得された第１のＭＣＳテーブルは、変調方式が６４ＱＡＭよりも高いエントリと、第２
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリであって
、変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは第２のＭＣＳテーブル内にあり
変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリによって形成された、第１の組合せ
と異なる組合せを含み、第１の組合せは、第２のＭＣＳテーブル内にありＱＰＳＫに対応
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するＭＣＳインデックスが連続で最大のものであるＫ個のエントリであり、Ｋは４に等し
いか、または、Ｋは５未満の正の整数であるか、または、Ｋは正の整数である少なくとも
１つのエントリ、および／または第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭで
ある少なくとも１つのエントリとを含み、第２のＭＣＳテーブル内の変調方式はＱＰＳＫ
、１６ＱＡＭ、および６４ＱＡＭのみを含む。
【０４７５】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式がＱＰＳＫである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対
応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、第２
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部であって、当該エン
トリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一ではない、エントリの一
部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫであるエントリの一部で
あって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、当該エント
リの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫ
である全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリであ
る、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式がＱＰＳＫである
エントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは連続であ
り、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調
方式がＱＰＳＫである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つ
のエントリである、エントリの一部を含む。
【０４７６】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に
対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一である、エントリの一部、または、第
２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該
エントリの一部に対応する連続するＭＣＳインデックスの差分は同一ではない、エントリ
の一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの
一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデックスは不連続であり、当該
エントリの一部は、第２のＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方
式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異なる少なくとも１つ
のエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が
１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部に対応するＭＣＳインデ
ックスは連続であり、当該エントリの一部は、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全てのエントリのうち最大であるエントリと異
なる少なくとも１つのエントリである、エントリの一部、または、第２のＭＣＳテーブル
内にあり変調方式が１６ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は、
各ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が１６ＱＡＭである全
てのエントリのうち最大または最小であるエントリ少なくとも１つのエントリである、エ
ントリの一部を含む。
【０４７７】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルはさらに、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリを含む。
【０４７８】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、第２のＭＣＳテー
ブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリ、または、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭであるエントリの一部であって、当該エントリの一部は
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、ＭＣＳインデックスが、第２のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全
てのエントリのうち最小であるエントリと異なる少なくとも１つのエントリである、エン
トリの一部を含む。
【０４７９】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブルにおいて、第２のＭＣＳテーブ
ル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである少なくとも１つのエントリは、対応するＭＣＳイ
ンデックスが、第１のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭよりも高い全てのエ
ントリのうち最小であるエントリのＴＢＳインデックスは、ＭＣＳインデックスが、第２
のＭＣＳテーブル内にあり変調方式が６４ＱＡＭである全てのエントリのうち最大である
エントリのＴＢＳインデックスと同じである。ということを含む。
【０４８０】
　当該プロセッサにより取得された第１のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範
囲は第２のＭＣＳテーブル内のＭＣＳインデックスの値範囲と同じである。
【０４８１】
　図９乃至図１２に示す装置が、それぞれ上述の方法の実施形態で提供した方法を実装し
てもよいことに留意されたい。詳細については上述の実施形態の説明を参照されたい。当
該装置により実現される効果については、上述の実施形態の説明を参照されたい。
【０４８２】
　当該実施形態のＭＣＳ通知装置１１の様々なコンポーネントの機能の具体的な実装につ
いては、図４に対応するＭＣＳ通知方法の以上の実施形態の説明を参照されたい、詳細に
ついてはここでは再度説明しない。
【０４８３】
　便宜および説明の簡単さのため、以上の機能モジュールの分割は説明のための１例とし
て挙げられたことは当業者には明らかに理解される。実際の適用では、以上の機能を要件
に従って様々なモジュールに割り当てて実装することができる。即ち、装置の内部構造は
、上述の機能の全部または一部を実装するために様々な機能モジュールに分割される。以
上のシステム、装置、およびユニットの詳細な動作プロセスについては上述の方法の実施
形態における対応するプロセスを参照されたい。詳細についてはここで再度説明しない。
【０４８４】
　本願で提供した幾つかの実施形態では、開示したシステム、装置、および方法を他の方
式で実装してもよいことは理解される。例えば、説明した装置の実施形態は例にすぎない
。例えば、ユニット分割は論理的な機能分割にすぎず、実際の実装では他の分割があって
もよい。例えば、複数のユニットまたはコンポーネントを組み合せるかまたは別のシステ
ムに統合してもよく、または幾つかの機能を無視するかまたは実施しなくてもよい。さら
に、表示または議論した相互結合または直接結合または通信接続を何らかのインタフェー
スを用いて実装してもよい。装置またはユニットの間の間接結合または通信接続を電気的
、機械的、または他の形態で実装してもよい。
【０４８５】
　別々の部分として説明したユニットが物理的に別々であってもなくてもよく、ユニット
として表示した部分が物理ユニットであってもなくてもよく、１つの位置に配置されても
よく、または複数のネットワーク・ユニットに分散してもよい。当該ユニットの一部、ま
たは全部を、諸実施形態の解決策の目的を達成するための実際のニーズに従って選択して
もよい。
【０４８６】
　さらに、本発明の諸実施形態における機能ユニットを、１つの処理ユニットに統合して
もよく、または当該ユニットの各々が物理的に単体で存在してもよく、または２つ以上の
ユニットが１つのユニットに統合される。当該統合されたユニットをハードウェアの形態
で実装してもよく、またはソフトウェア機能ユニットに加えてハードウェアの形態で実装
してもよい。
【０４８７】
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　以上の統合ユニットをソフトウェア機能ユニットの形態で実装するとき、当該統合ユニ
ットをコンピュータ可読記憶媒体に格納してもよい。当該ソフトウェア機能ユニットは記
憶媒体に格納され、本発明の諸実施形態で説明した方法の諸ステップの一部を実施するよ
うにコンピュータ装置（パーソナル・コンピュータ、サーバ、またはネットワーク装置で
あってもよい）に指示するための幾つかの命令を含む。以上の記憶媒体は、ＵＳＢフラッ
シュ・ドライブ、取外し可能ハード・ディスク、読取専用メモリ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　
Ｍｅｍｏｒｙ、ＲＯＭ）、ランダム・アクセス・メモリ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｍｅｍｏｒｙ、ＲＡＭ）、磁気ディスク、または光ディスクのような、プログラム・コー
ドを格納できる任意の媒体を含む。
【０４８８】
　最後に、上述の実施形態は、本発明を限定するのではなく本発明の技術的解決策を説明
するためのものにすぎないことに留意されたい。以上の実施形態を参照して本発明を詳細
に説明したが、当業者は、本発明の諸実施形態の技術的解決策の趣旨と範囲を逸脱せずに
、上述の実施形態で説明した技術的解決策に修正を加え、または、その幾つかの技術的特
徴に均等な置換えを行ってもよいことは当業者には理解される。
【符号の説明】
【０４８９】
５１　取得モジュール
５２　送信モジュール
５３　第１の取得モジュール
６１　取得モジュール
６２　受信モジュール
６３　決定モジュール
６３１　第１の決定サブモジュール
６３２　第２の決定サブモジュール
６４　送信モジュール
７１　取得モジュール
７２　受信モジュール
７３　決定モジュール
７４　送信モジュール
８１　取得モジュール
８２　受信モジュール
８３　決定モジュール
８３１　第１の決定サブモジュール
８３２　第２の決定サブモジュール
９１　プロセッサ
９２　送信器
１０１　プロセッサ
１０２　受信器
１０３　送信器
１１１　プロセッサ
１１２　受信器
１２１　プロセッサ
１２２　受信器
１２３　送信器
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